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『通俗伊蘇普物語』　―明治時代のイソップ物語―

横 山 裕 里 恵

国立国会図書館の蔵書から

　
『
通
俗
伊い
そ
っ
ぷ

蘇
普
物
語
』
は
イ
ソ
ッ
プ
物
語
の
明
治

初
期
の
翻
訳
作
品
で
あ
る
。「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」
や

「
ア
リ
と
キ
リ
ギ
リ
ス
」、「
金
の
斧
」
を
は
じ
め
、

今
日
で
も
親
し
ま
れ
る
物
語
の
数
々
を
子
ど
も
に
も

分
か
り
や
す
く
か
つ
的
確
に
訳
し
た
名
翻
訳
と
さ
れ

る
。
イ
ソ
ッ
プ
物
語
自
体
は
、
16
世
紀
後
半
に
は
既

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
に
よ
っ
て
持

ち
込
ま
れ
、『
伊
曽
保
物
語
』と
し
て
流
通
し
て
い
た
。

と
は
い
え
、
改
め
て
英
訳
版
か
ら
翻
訳
し
、
２
０
０

話
を
超
え
る
寓
話
を
紹
介
し
た
本
書
が
日
本
で
の
イ

ソ
ッ
プ
物
語
の
普
及
に
果
た
し
た
影
響
は
小
さ
く
な

い
と
言
わ
れ
る
。

今 月 の 一 冊

通俗伊蘇普物語
トマス・ゼームス 『通俗伊蘇普物語』全 6 巻
渡部温 ( 無尽蔵書斎主人 ) ［和訳 ] , 1873年頃 ,  23cm
＜請求記号 特 40-137 ＞

『伊曽保物語』3 巻 , 伊藤三右衛門 , 万治 2 [1659]
 https://dl.ndl.go.jp/pid/2532213/1/62
江戸時代に刊行された『伊曽保物語』の挿絵。「アリと
キリギリス」ではなく「アリとセミ」の話になっている。
セミに対し夏に歌わず冬に備えて働けというのは現実的
には酷な要求ではないだろうか。

巻 1 の冒頭

https://dl.ndl.go.jp/pid/2532213/1/62
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そ
も
そ
も
イ
ソ
ッ
プ
物
語
と
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ

に
実
在
し
た
と
さ
れ
る
人
物
イ
ソ
ッ
プ
が
語
っ
た
と

信
じ
ら
れ
て
い
る
物
語
の
集
合
で
あ
る
。
15
世
紀
ま

で
多
く
は
ラ
テ
ン
語
や
ギ
リ
シ
ャ
語
で
綴
ら
れ
た
。

15
世
紀
以
降
、
こ
う
し
た
古
典
言
語
の
み
な
ら
ず
、

西
洋
各
地
の
言
語
で
様
々
な
イ
ソ
ッ
プ
物
語
が
刊
行

さ
れ
、多
く
の
読
者
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

本
書
の
巻
一
か
ら
五
の
元
と
な
っ
た
の
も
、ト
マ
ス
・

ジ
ェ
ー
ム
ズ
に
よ
る
英
訳
版
で
あ
る
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ

版
は
『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
を
彩
っ
た
イ
ラ
ス

ト
の
数
々
で
知
ら
れ
る
ジ
ョ
ン
・
テ
ニ
エ
ル
の
挿
絵

入
り
で
あ
り
、
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
か
好
評
を
博
し

た
と
言
う
。
最
終
巻
の
巻
六
の
み
特
殊
で
、
フ
ァ
イ

ラ
ー
・
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
に
よ
る
英
訳
版
と
『
伊
曽
保

物
語
』
に
由
来
す
る
寓
話
を
収
録
し
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ

版
に
な
い
話
も
補
完
し
て
い
る
。

　

訳
者
の
渡
部
温
（
１
８
３
７
～
１
８
９
８
）
は
初

め
に
蘭
学
、
次
い
で
英
学
を
学
び
、
幕
末
に
は
幕
府

の
洋
学
研
究
機
関
で
英
学
を
講
じ
た
。
明
治
に
入
っ

て
か
ら
は
沼
津
兵
学
校
の
教
官
を
務
め
た
後
、
明
治

政
府
に
出
仕
し
、
明
治
８
（
１
８
７
５
）
年
に
は
東
京

外
国
語
学
校
（
の
ち
の
東
京
外
国
語
大
学
）
の
学
長

に
就
任
し
て
い
る
。
後
年
に
は
渋
沢
栄
一
と
共
に
東

京
瓦
斯
（
東
京
ガ
ス
）
や
東
京
製
綱
の
創
設
に
も
関

わ
っ
て
お
り
、
多
彩
な
経
歴
の
持
ち
主
で
あ
る
。

　

渡
部
は
本
書
の
序
文
で
翻
訳
し
た
目
的
を
綴
っ
て

い
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
「
徳と

く
き
ょ
う教を
婦
お
ん
な
わ
ら
べ
幼
に
説と
き
し
め示
す

国際子ども図書館所蔵の最も古い外国の本は実はイソップ物語である。1538 年の発行で、左側はギリシャ語、
右側はラテン語で同じ内容が記されている。語学学習用に使われたものと思われる。
Aesopi Phrygis  Fabulae graece et latine, cum aliis opusculis, quorum, index proxima refertur pagella, Basileæ: Officina 
Heruagiana, 1538 ＜請求記号 Y8-B4820 ＞

19 世紀イギリスで翻訳、出版されたイ
ソップ物語
Walter Crane, The baby's own Aesop: 
being the fables condensed in rhyme, with 
portable morals pictorially pointed, London: 
George Routledge & Sons, 1887< 請 求 記
号 Y17-B4825>

ジョン・テニエルによる『不思議の国の
アリス』の挿絵
L e w i s  C a r r o l l ,  A l i c e ' s  a d v e n t u r e s  i n 
Wonderland, London: Macmillan and Co., 
1886
https://dl.ndl.go.jp/pid/3947683/1/68

原書（英訳版）の挿絵画家

外国のイソップ集

https://dl.ndl.go.jp/pid/3947683/1/68
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幕末から明治にかけて活躍した絵師、河鍋暁斎による挿絵の数々。
（上から）巻１「獅子の恋慕の話」、巻 4「暴犬の話」、巻 6「旅人と猿の話」

径ち
か
み
ち捷
」
と
あ
り
、
彼
が
明
治
の
新
時
代
に
人
々
に
必

要
な
道
徳
を
教
え
る
教
科
書
と
し
て
本
書
を
選
び

取
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
続
く
部
分
で
は
彼
の
翻
訳

の
上
で
の
指
針
も
述
べ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
動
機
を

反
映
し
て
、「
易

わ
か
り
や
す
き
解
を
主む

ね旨
と
し
て
。
原げ
ん
ぶ
ん文
の
意
に

随し
た
が
ひつ
つ
。
俗ぞ
く
げ
ん言
俚り

ご語
に
て
書か
き
と
り取
た
り
。」
と
あ
り
、

分
か
り
や
す
い
よ
う
に
日
常
的
な
言
葉
で
訳
さ
れ
た

こ
と
が
分
か
る
。

訳者　渡部温
吉野作造 編『明治文化全集 第十四
巻』日本評論社 , 1927 ＜請求記号 
081.6-M448-Y ＞
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○参考文献　※＜＞内は当館請求記号

[ イソップ ] [ 著 ], 渡部温 訳  『通俗伊蘇普
物語』 （東洋文庫）平凡社 , 2001 ＜
KP31-H39 ＞
片桐芳雄「渡部温の『通俗伊蘇普物語』
について」河鍋暁斎記念美術館 編『暁斎  
Kyōsai 河鍋暁斎研究誌』39, 1989.10 ＜
Z11-1044 ＞
片桐芳雄「幕末明治の洋学者・渡部温 ( 一
郎 ) 覚え書 -1-」『愛知教育大学研究報告』
教育科学 編 32, 1983.1 ＜ Z22-644 ＞
片桐芳雄「幕末明治の洋学者・渡部温 ( 一
郎 ) 覚え書 -2-」『愛知教育大学研究報告』
教育科学 編 33, 1984.1 ＜ Z22-644 ＞
加藤康子・三宅興子・高岡厚子 著『イソッ
プ絵本はどこからきたのか 日英仏文化の
環流』三弥井書店 , 2019 ＜ KP25-M1 ＞
吉川斉 著『「イソップ寓話」の形成と展
開　古代ギリシアから近代日本へ』知泉
書館 , 2020 ＜ KP25-M4 ＞
スコット・ジョンソン , 二階堂均 訳 , 山口
静一 補訂「寓話の挿絵 ヴィクトリア朝
の『イソップ物語』と明治時代の『通俗
伊蘇普物語』」河鍋暁斎記念美術館 編『暁
斎  Kyōsai 河鍋暁斎研究誌』15, 1983.7 ＜
Z11-1044 ＞
※引用の旧字は通用の字体に改めました。

　

こ
の
分
か
り
や
す
さ
を
主
眼
と
し
た
渡
部
の
訳
文

が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
少
し
見
て
み
よ

う
。
巻
一
の
冒
頭
に
は
、「
す
っ
ぱ
い
葡
萄
」
の
例

え
話
と
し
て
知
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
「
狐
と
葡
萄
の

話
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�

或あ
る

日
狐
葡ぶ
ど
う
ば
た
け

萄
園
に
は
い
り
。
赤あ
か

く
熟
じ
ゅ
く
せ
し
葡
萄

の
高
き
架た

な

よ
り
披す
ず
な
り離
に
さ
が
り
た
る
を
見
て
。

是こ
れ

は
甘う
ま

さ
う
じ
や
と
。
鼓し
た
う
ち舌
を
し
て
賞ほ
め
た揚
て
。

幾い
く
た
び度
と
な
く
躍と
び
あ
が上
り
踊
お
ど
り

上
り
た
れ
ど
も
と
ど
か

ず
。
そ
こ
で
狐
が
怒は

ら

を
発た
つ

て
。

�　
　

�

ヨ
シ
。
な
ん
だ
こ
ん
な
も
の
を
。
葡
萄
は
す
っ

ぱ
い
ぞ

　

一
読
者
と
し
て
大
変
な
め
ら
か
で
読
み
や
す
い
。

　

一
方
、
他
の
ペ
ー
ジ
で
は
ど
う
か
。
例
え
ば
「
金

の
斧
」
の
物
語
を
読
む
と
、
木
こ
り
に
金
の
斧
を
授

け
る
の
は
「
水
星
明
神
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
ロ
ー
マ

神
話
に
登
場
す
る
神
、マ
ー
キ
ュ
リ
ー
の
訳
で
あ
る
。

マ
ー
キ
ュ
リ
ー
は
水
星
の
名
前
で
も
あ
る
の
で
、
こ

の
よ
う
な
訳
語
を
編
み
出
し
た
の
だ
ろ
う
。
古
代
ギ

リ
シ
ャ
や
ロ
ー
マ
の
概
念
を
日
本
人
に
も
理
解
し
や

す
い
言
葉
に
置
き
換
え
よ
う
と
い
う
明
治
の
人
の
苦

心
と
工
夫
の
ほ
ど
が
窺
え
る
。

　

イ
ソ
ッ
プ
物
語
は
本
書
以
降
に
も
、
数
多
く
の
日

本
人
が
翻
訳
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
国
語

学
者
の
上
田
万か

ず
と
し年（
１
８
６
７
～
１
９
３
７
）の『
新

訳
伊
蘇
普
物
語
』
で
は
、
金
の
斧
を
木
こ
り
に
授
け

る
人
物
は
「
水
神
」
と
な
っ
て
い
る
。
マ
ー
キ
ュ

リ
ー
は
男
神
で
あ
り
、
英
訳
版
の
挿
絵
で
も
男
性
的

な
姿
で
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）、

挿
絵
画
家
が
水
の
神
と
い
う
訳
か
ら
女
性
の
姿
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
の
か
、
上
田
版
で
は
女
性
的
な
外
見
で

描
か
れ
て
い
る
。「
水
星
明
神
」
か
ら
「
水
神
」、
そ

し
て
「
女
神
」
へ
。
こ
う
し
た
日
本
化
の
変
遷
を
た

ど
り
な
が
ら
、
明
治
時
代
の
翻
訳
作
品
を
読
ん
で
み

る
の
も
面
白
い
だ
ろ
う
。

「狐と葡萄の話」の英訳版

Thomas James (rev.) , Aesop's fables,  New York: Grosset &  
Dunlap ＜請求記号 Y8-B2706 ＞
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（右）Thomas James (rev.), Aesop's fables, 
New York: Grosset & Dunlap ＜請求記号 
Y8-B2706 ＞

（左）[ 巌谷 ] 小波 [ 著 ][ 他 ]『小波お伽全
集第 14 巻 ( 教訓篇 )』吉田書店出版部小波
お伽全集刊行會 , 1934　          

上田万年解説・梶田半古画『新訳伊蘇普物語』鐘美堂 , 1907
https://dl.ndl.go.jp/pid/896979/1/82（モノクロ画像）

さまざまな「金の斧」の翻訳と挿絵

https://dl.ndl.go.jp/pid/896979/1/82
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知
識
を

世
界
に

求
め
て

　

２
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
東
京
本
館
で
の
企
画
展
示
「
知
識
を
世
界

に
求
め
て
―
明
治
維
新
前
後
の
翻
訳
事
情
―
」
は
、
好
評
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

　

展
示
し
た
資
料
は
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
翻
訳
書
等
２
０
０
点

以
上
。
こ
こ
20
数
年
の
展
示
会
で
最
も
多
く
の
資
料
を
出
展
し
ま
し

た
。
来
場
さ
れ
た
方
は
、
お
目
当
て
の
資
料
や
興
味
の
あ
る
分
野
以

外
に
も
、
資
料
と
の
出
会
い
や
発
見
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

本
号
で
は
、
展
示
会
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
方
に
展
示
会
の
様
子
を

お
届
け
す
る
と
と
も
に
、
令
和
４
年
11
月
12
日
に
開
催
し
た
関
連
講

演
会
の
様
子
も
お
伝
え
し
ま
す
。

　

な
お
、
出
展
し
た
資
料
・
解
説
を
ま
と
め
た
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
公

開
し
て
い
ま
す
（
９
ペ
ー
ジ
参
照
）。
本
記
事
と
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

（
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部 

サ
ー
ビ
ス
企
画
課
）

誌面でふりかえる企画展示

開催概要
会場：国立国会図書館東京本館 展示室（新館 1 階）
会期：令和 4 年 11 月 11 日（金）～ 12 月 9 日（金）
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来
場
者
に
ご
回
答
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
、「
印
象
に
残
っ
た
資
料
」
と
し
て
最
も

名
前
が
挙
が
っ
た
の
は
、『
解
体
新
書
』
で
し

た
。
展
示
冒
頭
で
紹
介
し
た
資
料
で
あ
っ
た
こ

と
に
加
え
、
教
科
書
な
ど
で
も
な
じ
み
の
あ
る

資
料
の
実
物
が
見
ら
れ
た
た
め
、
印
象
に
残
っ

た
方
が
多
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

展
示
会
の
ポ
ス
タ
ー
で
メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
を

飾
っ
て
い
た
の
が
こ
の
資
料
。
幕
府
の
通
詞
で
あ

る
堀
達
之
助
が
中
心
と
な
っ
て
作
成
し
た
日
本
初

の
英
和
辞
書
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
で
す
。
展

示
会
で
は
、
慶
応
３
（
１
８
６
７
）
年
版
、
明
治
２

（
１
８
６
９
）
年
版
の
２
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

俗
に
「
枕
辞
書
」
と
も
呼
ば
れ
る
ほ
ど
分
厚
い

辞
書
で
す
が
、
書
名
の
「
袖
珍
」
と
は
小
型
と
い

う
意
味
で
す
。
こ
の
辞
書
の
元
に
な
っ
た
の
が
、

ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
の
英
蘭
辞
書
だ
っ
た
た
め
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
、
い
わ
ゆ
る
「
鎖
国
」
を
し
て

い
た
日
本
。
そ
の
「
鎖
国
」
と
い
う
言
葉
も
、

実
は
翻
訳
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
医
師
と

し
て
長
崎
に
滞
在
し
た
ド
イ
ツ
人
・
ケ
ン
ペ
ル

（Engelbert K
äm

pfer

）
が
日
本
に
つ
い
て

記
し
た
『
日
本
誌
』（D

e beschryving van 

Japan

）の
中
の
一
節
を
、江
戸
後
期
の
蘭
学
者
・

志
筑
忠
雄
が
『
鎖
国
論
』
と
訳
し
た
の
が
き
っ

か
け
で
し
た
。

知
識
を

世
界
に

求
め
て

来場者アンケートで最も名前が挙がった『解体新書』

"De beschryving van Japan"（右）と『鎖国論』（左）

「
鎖
国
」
の
由
来

印
象
に
残
っ
た
展
示
資
料

ポ
ケ
ッ
ト
辞
書
が
枕
辞
書
に
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安
政
４
（
１
８
５
７
）
年
に
築
城
さ
れ
た
五
稜
郭
は

西
洋
式
の
城
郭
で
す
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
か
ら
翻
訳
さ

れ
た
『
築
城
典
刑
』
に
は
、
五
稜
郭
に
よ
く
似
た
形

の
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
本
を
翻
訳
し
た
大
鳥
圭
介
は
、
の
ち
の
戊
辰

戦
争
で
は
五
稜
郭
で
戦
い
ま
し
た
。
不
思
議
な
巡
り

合
わ
せ
で
す
ね
。

　

左
の
画
像
は
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
の"O

n Liberty"

を
訳
し
た

『
自
由
之
理
』（
中
村
正
直
訳
）
の
冒
頭
部
分
で
す
。
展
示
会

の
ポ
ス
タ
ー
の
背
景
と
な
っ
て
い
た
の
が
こ
の
資
料
で
す
。

　

明
治
初
期
、liberty

やfreedom

の
訳
語
に
は
「
自
主
」

「
不
羈
」「
自
在
」
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
本
書
の
影
響
も

あ
っ
て
「
自
由
」
が
広
く
定
着
し
た
と
か
。
国
立
国
会
図
書

館
の
実
験
サ
ー
ビ
ス
、N

D
L N

gram
 V

iew
er*

で
も
そ
の

様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

デジタル化資料の OCR 全文テキストから「自由」等の出現頻度をグラフ化したもの。 
『自由之理』が出版された明治 5（1872）年以降、「自由」の出現頻度が増しています。

* デジタル化資料の OCR 全文テキストから、出版年代ごとのキーワードの出現頻度を可視
化・列挙することができるサービス（https://lab.ndl.go.jp/ngramviewer/）。

"Handleiding tot de kennisder versterkings-kunst…" （上）
と『築城典刑』（下）

西
洋
式
の
城
の
つ
く
り
か
た

「
自
由
」
が
定
着
す
る
ま
で

https://lab.ndl.go.jp/ngramviewer/
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リ
サ
ー
チ
・
ナ
ビ
の
「「
探
す
」
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
で
は
、
展
示
会
出
展
資
料
の

う
ち
約
１
０
０
点
と
、
解
説
を
公
開
し

て
い
ま
す
。

　

展
示
会
で
は
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
し
か

見
ら
れ
な
か
っ
た
資
料
も
、
リ
ン
ク
先

の
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
好
き
な
ペ
ー
ジ
を
開
い

て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

会
場
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
方
も
、
是

非
こ
ち
ら
の
ペ
ー
ジ
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
示
に
関
連
し
、
東
京

本
館
の
国
立
国
会
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
辞
書
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
主
に

明
治
時
代
の
辞
書
を
中
心
に
、
ド
イ
ツ

語
、
ロ
シ
ア
語
、
専
門
辞
書
な
ど
を
展

示
し
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
は
ア
ン
ケ
ー
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
好
評
だ
っ
た
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作

品
の
翻
訳
書
で
す
。

　
『
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
』
は
『
人
肉
質
入
裁
判
』
や
『
何さ
く
ら
ど
き
ぜ
に
の
よ
の
な
か

桜
彼
桜
銭
世
中
』、

『
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
』
は
『
自じ
ゆ
う
の
た
ち
な
ご
り
の
き
れ
あ
じ

由
太
刀
余
波
鋭
鋒
』（
13
ペ
ー
ジ
参

照
）
と
い
っ
た
タ
イ
ト
ル
で
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
見
し
て
外
国
の
作

品
と
は
思
え
な
い
邦
題
の
数
々
に
、
興
味
を
惹
か
れ
た
方
が
少
な
く
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。

国立国会図書館ギャラリーの様子。
概ね月替わりでさまざまな資料を展示しています。https://rnavi.ndl.go.jp/jp/gallery/exhibit2022.html

『ヴェニスの商人』を翻訳した『何桜彼桜銭世中』

シェイクスピア作品の翻訳書 5 点

知
識
を

世
界
に

求
め
て

明
治
時
代
の
辞
書
類

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
展
示
を
楽
し
め
ま
す

明
治
時
代
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

https://rnavi.ndl.go.jp/jp/gallery/exhibit2022.html


齊
藤 

美
野

（
順
天
堂
大
学
国
際
教
養
学
部
准
教
授
）

翻
訳
学
の
視
座
か
ら
読
む

明
治
の
文
学
翻
訳
者
の
言
説

―
―
な
ぜ
、
い
か
に
し
て
訳
す
の
か
―
―

企
画
展
示
関
連
講
演
会

齊藤 美野 氏
順天堂大学国際教養学部准教授。専門は
翻訳学・異文化コミュニケーション学。主
な著書に『よくわかる翻訳通訳学』『近
代日本の翻訳文化と日本語 翻訳王・森田
思軒の功績』ほか。

第 4 章第 2 節「明治初期の翻訳文学」・第 3 節「純文学の翻訳の始まり」の展示の様子

　

企
画
展
示
「
知
識
を
世
界
に
求
め
て
―
明
治
維
新
前

後
の
翻
訳
事
情
―
」の
第
４
章
で
は「
翻
訳
文
学
の
歩
み
」

と
題
し
て
、
翻
訳
文
学
と
そ
の
原
書
約
70
点
を
展
示
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
あ
わ
せ
、
企
画
展
示
の
関
連
講
演
会
と
し
て
、

11
月
12
日
に
齊
藤
美
野
先
生
を
お
招
き
し
、
明
治
の
翻

訳
文
学
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
講
演
会
の
内
容
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
お

伝
え
し
ま
す
。

（
講
演
筆
記
・
文
責　

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部
サ
ー
ビ
ス
企
画
課
）
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翻
訳
学
と
は

私
は
翻
訳
学
・
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。「
翻
訳
学
」
と
い
う

言
葉
は
初
め
て
聞
い
た
と
い
う
方
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
。
翻
訳
の
実
践
と
理
論
に
つ
い
て
考
え
る

学
問
で
す
。
あ
る
言
語
か
ら
別
の
言
語
へ
ど
の
よ

う
に
訳
す
と
よ
い
の
か
な
ど
実
践
的
な
こ
と
を
考

え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
翻
訳
っ
て
一
体
ど
う

い
う
も
の
な
の
か
、
ど
ん
な
役
割
が
あ
る
の
か
と

い
う
抽
象
的
な
こ
と
を
考
え
て
い
く
学
問
で
も
あ

り
ま
す
。
私
の
基
本
的
な
姿
勢
と
し
て
は
「
翻
訳

は
異
な
る
文
化
に
属
す
る
人
た
ち
を
つ
な
ぐ
も

の
」
と
説
明
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
今
日
は
そ

う
い
う
観
点
か
ら
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

明
治
期
の
翻
訳
文
学
の
位
置

翻
訳
文
学
と
い
う
の
は
文
学
の
一
つ
の
ジ
ャ
ン

ル
、
翻
訳
さ
れ
た
文
学
作
品
で
す
。
対
比
す
る
も

の
と
し
て
、
創
作
文
学
が
あ
り
ま
す
。
創
作
文
学

の
方
が
力
を
も
っ
て
い
る
、
主
流
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
世
界
各
地
、
色
々
な
時
代
で
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
な
の
で
す
が
、
明
治
期
に
つ
い
て
は
必
ず

し
も
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
ち
ら
は

森
田
思
軒
の
訳
し
た『
十
五
少
年
』で
す（
下
画
像
）。

翻
訳
者
名
は
タ
イ
ト
ル
の
下
に
し
っ
か
り
書
い
て

あ
る
の
で
す
が
、原
著
者
で
あ
る
ヴ
ェ
ル
ヌ（Jules 

Gabriel V
erne

）
の
名
前
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

著
者
よ
り
も
翻
訳
者
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
現
在
、
た
と
え
ば
ス
ペ
イ
ン
の

あ
る
翻
訳
文
学
作
品
で
は
翻
訳
者
名
は
表
紙
に
載

せ
る
情
報
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な
い
の
で
す
が
、

こ
う
し
た
国
・
地
域
は
今
で
も
多
い
の
で
す
。
日

本
で
は
翻
訳
者
名
が
表
紙
に
載
り
ま
す
よ
、
と
い

う
話
を
す
る
と
海
外
の
翻
訳
学
の
研
究
者
に
驚
か

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
原
著
者
名
が

ち
ゃ
ん
と
載
っ
て
い
る
明
治
時
代
の
翻
訳
書
も
あ

り
ま
す
。

起
点
テ
ク
ス
ト
と
目
標
テ
ク
ス
ト

翻
訳
の
世
界
で
は
、
起
点
テ
ク
ス
ト
と
目
標
テ

ク
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
二
つ
の
テ
ク
ス
ト
が
あ
り
ま

す
。起
点
テ
ク
ス
ト
は
翻
訳
の
元
に
な
る
原
著
で
、

そ
れ
が
翻
訳
さ
れ
て
目
標
テ
ク
ス
ト
に
な
り
ま

す
。
起
点
テ
ク
ス
ト
の
原
著
者
と
目
標
テ
ク
ス
ト

の
読
者
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
担
っ

て
い
る
の
が
翻
訳
者
で
す
。

訳
し
方
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
一
般
に

も
使
わ
れ
る
表
現
で
有
名
な
の
は「
直
訳
」と「
意

訳
」
だ
と
思
い
ま
す
。
起
点
テ
ク
ス
ト
、
目
標
テ

ク
ス
ト
の
ど
ち
ら
を
大
事
に
す
る
か
で
起
点
志
向

と
目
標
志
向
が
あ
り
ま
す
が
、直
訳
は
起
点
志
向
、

意
訳
は
目
標
志
向
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
起
点
志
向
は
原
著
の
内
容
や
形
式
を
、
目
標

ジュウールス・ヴェルヌ 著・森田思軒 訳 『十五少年』
博文館 明治 29（1896）年【74-24】
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志
向
は
受
容
し
や
す
さ
を
尊
重
し
ま
す
。
起
点

テ
ク
ス
ト
の
内
容
と
形
式
を
尊
重
す
る
と
異
質

な
要
素
を
も
っ
た
翻
訳
テ
ク
ス
ト
が
生
ま
れ
る

可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。
読
ん
だ
人
に
な
ん
か

ち
ょ
っ
と
い
つ
も
と
違
う
な
、
違
和
感
が
あ
る

な
と
思
わ
せ
た
り
、
不
快
さ
を
与
え
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
が
、
か
っ
こ
い
い
な
ど
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
感
想
に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

柳
田
泉
の
「
三
変
説
」

明
治
前
期
に
文
学
翻
訳
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
た
の
か
、３
期
に
分
け
て
表
し
た
「
三
変
説
」

を
紹
介
し
ま
す
。
明
治
22（
１
８
８
９
）年
に
刊

行
さ
れ
た
翻
訳
文
学
『
夜
と
朝
』
の
、
森
田
思

軒
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
序
文
を
元
に
し
、
明
治

文
学
の
研
究
者
、
柳
田
泉
が
説
明
し
た
も
の
で

す
。第

1
期
が
翻
訳
文
学
の
は
じ
ま
り
と
言
わ
れ

る
『
花
柳
春
話
』
と
い
う
作
品
が
出
る
ま
で
で
、

こ
の
時
期
は
訳
さ
れ
る
作
品
数
も
少
な
か
っ
た

と
さ
れ
ま
す
。
第
2
期
は
『
花
柳
春
話
』
の
登

場
以
降
で
、
翻
訳
の
作
品
数
も
増
え
て
き
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
明
治
18（
１
８
８
５
）年
に
な
る

と
『
諷
ふ
う
せ
い
ち
ょ
う
ぞ
く

世
嘲
俗 

繋け
い
し
だ
ん

思
談
』
と
い
う
大
事
な
作

品
が
出
版
さ
れ
て
、
第
3
期
が
始
ま
り
ま
す
。　
　

第
1
期
、
第
2
期
で
は
起
点
テ
ク
ス
ト
の
大

体
の
筋
を
と
っ
て
、
内
容
を
自
由
に
足
し
た
り

減
ら
し
た
り
し
な
が
ら
訳
す
「
翻
案
」
と
か
、

長
い
原
作
の
一
部
を
と
っ
て
訳
す
「
抄
訳
」
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
展
示
会
で
展
示

さ
れ
た
よ
う
な
辞
書
類
も
十
分
に
な
い
よ
う
な

時
代
で
す
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
訳
し
ま
し
ょ
う
、

ち
ょ
っ
と
間
違
っ
て
い
て
も
い
い
で
し
ょ
う
と

い
う
の
が
当
然
だ
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
落
ち
着
い
て
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
原

文
尊
重
の
意
識
が
明
治
20
年
頃
か
ら
出
て
く

る
。第

1
期
の
頃
は
、
も
し
言
う
な
ら
ば
「
目
標

志
向
」
と
言
っ
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

読
み
や
す
さ
、
受
容
し
や
す
さ
が
大
事
に
さ
れ

て
き
た
。
第
3
期
に
な
る
と
起
点
テ
ク
ス
ト
の

内
容
や
形
式
も
大
事
に
し
よ
う
と
い
う
「
起
点

志
向
」
も
出
て
き
た
。

起
点
テ
ク
ス
ト
に
忠
実
で
、
一
語
一
語
の
対

応
が
し
っ
か
り
と
し
た
高
い
逐
語
性
を
も
っ
た

翻
訳
で
は
「
欧
文
脈
」
が
発
生
し
ま
す
。
こ
れ

は
欧
文
の
表
現
構
造
を
日
本
語
の
表
現
、
文
脈

に
直
訳
的
に
移
入
し
た
語
脈
、
文
章
脈
で
す
。

例
え
ば
、
主
語
や
目
的
語
の
明
示
、
無
生
物
主

語
が
動
作
主
と
な
る
表
現
、
句
読
法
な
ど
で
す

ね
。

文
学
翻
訳
者
の
言
説

明
治
の
文
学
翻
訳
者
は
社
会
的
地
位
が
高

李頓 著・美郷 画・藤田茂吉 尾崎庸夫 合訳
『繋思談 諷世嘲俗 初編』藤田茂吉
明治 18（1885）年【933-cL99k-H】

ロウド・リトン 著・織田純一郎 訳
『花柳春話　欧洲奇事』坂上半七
明治 11（1878）～ 12（1879）年【特 13-594】

リットン 著・益田克徳 訳
『夜と朝』博文館
明治 26（1893）年【44-114】

森田思軒
（1861-1897）
＜英文如来＞
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逍
遥
は
い
か
に
し
て
訳
し
た
か 

―
―
『
自
由
太
刀
余
波
鋭
鋒
』
よ
り

「羅
馬
の
警
官
浮ふ

ら

び

や

す

羅
比
彌
須
、
摩ま

ら

ら

す

羅
々
須

も
ろ
と
も
足
早
に
、
進
み
寄
つ
て
立
塞
が

り(

浮)

ヤ
ア
ヤ
ア
町
人
共
、
何
用
あ

つ
て
職
を
休
み
妄

み
だ
り

に
徘
徊
致
し
居
る
ぞ
、

キ
リ
キ
リ
自
宅
へ
歸か

え

り
を
ら
う
、
祭
日

祝
日
に
て
も
あ
る
こ
と
か
、
職
人
の
身
分

に
あ
り
な
が
ら
、
職
を
務
め
ず
遊
び
あ
る

く
は
、
甚
だ
以
て
不ふ

と
ど
き
し
ご
く

屆
至
極
、
早
く
宅

へ
立
戾
り
、
各
々
職
業
を
勉べ

ん
れ
い勵

い
た
せ
」

か
っ
た
の
で
、
発
表
を
す
る
場
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
ま
た
、翻
訳
自
体
に
つ
い
て
語
る「
言

説
」
も
、
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
日

は
何
名
か
の
言
説
を
取
り
上
げ
ま
す
が
、
彼
ら

の
地
位
の
高
さ
を
う
か
が
え
る
要
素
と
し
て
、

坪
内
逍
遥
と
い
う
同
時
代
の
人
が
森
田
思
軒
、

森
鴎
外
、
二
葉
亭
四
迷
を
あ
げ
て
、「
三
如
来
」

と
呼
ん
で
い
て
面
白
い
の
で
紹
介
し
ま
す
。
森

田
思
軒
は
英
語
か
ら
の
翻
訳
、
森
鴎
外
は
ド
イ

ツ
語
、
二
葉
亭
四
迷
は
ロ
シ
ア
語
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
言
語
の
翻
訳
の
大
家
と
い
う
こ
と
で
、
尊

敬
さ
れ
、
如
来
に
た
と
え
ら
れ
る
よ
う
な
人
で

し
た
。

目
標
志
向
の
方
が
強
く
表
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
坪
内
逍
遥
の
言
説
を
紹
介
し
ま
す
。
逍
遥

が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー

ザ
ー
』
を
訳
し
た
『
自じ
ゆ
う
の
た
ち
な
ご
り
の
き
れ
あ
じ

由
太
刀
余
波
鋭
鋒
』
の

「
附
言
」
で
す
。

今
此
国
の
人
の
爲
め
に
わ
ざ
と
院
本
体
に
訳
せ

し
か
ば
、
原
本
と
比
べ
見
ば
或
は
不
都
合
の
廉

多
か
る
べ
し

（中
略
）
原
本
の
意
は
成
る
べ
く

失
は
ざ
ら
ん
を
力
む
る
と
い
へ
ど
も

「
院
本
体
」
と
は
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
の
脚
本

の
こ
と
で
す
。
日
本
の
人
が
馴
染
み
の
あ
る
形

式
で
訳
し
て
い
る
の
で
読
み
や
す
い
、
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、「
原
本
の
意
は
成

る
べ
く
失
は
ざ
ら
ん
を
力
む
る
」
と
原
著
を
大

事
に
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
も
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

続
い
て
、
起
点
志
向
が
あ
り
な
が
ら
も
、
異

質
性
の
方
も
大
事
に
し
て
い
る
人
を
紹
介
し
ま

す
。
二
葉
亭
四
迷
で
す
。
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の『
あ

ひ
ゞ
き
』
や
『
め
ぐ
り
あ
ひ
』
の
翻
訳
者
と
し

て
も
有
名
で
す
が
、「
余
が
飜
譯
の
標
準
」
で

は
印
象
深
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

原
文
に
コ
ン
マ
が
三
つ
、
ピ
リ
オ
ド
が
一
つ
あ
れ

ば
、
訳
文
に
も
亦
ピ
リ
オ
ド
が
一
つ
、
コ
ン
マ
が

三
つ
と
い
ふ
風
に
し
て
、
原
文
の
調
子
を
移
さ

う
と
し
た

森
鴎
外
も
次
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま

す
。独

逸
語
の du 

は

「お
前
」
に
当
る
言
葉
な
の

だ
が
、
原
作
に
は
子
供
に
、
そ
の
父
親
を
呼
ぶ

に
此
の du 

を
以
て
し
て
ゐ
る
。
是
を
翻
訳
す

る
場
合
日
本
の
社
会
状
態
か
ら
言
つ
て
、
父
親

は
当
然
子
供
に
対
し
て

「お
前
」
と
呼
ぶ
事

に
な
つ
て
ゐ
る
。
然
る
に
、
そ
の
正
反
対
な
事

を
子
供
に
言
は
せ
る
と
読
者
に
取
つ
て
受
取
り

難
く
は
な
か
ら
う
か
。
此
処
に
翻
案
の
必
要

が
生
じ
て
く
る
。

―
―

「『即
興
詩
人
』
時
代
と
現
時
の
翻
譯
」

四
迷
は
い
か
に
し
て
訳
し
た
か 

―
―
『
あ
ひ
ゞ
き
』
よ
り

「自
分
は
た
ち
ど
ま
つ
た
…
…
…
心
細
く

成
ッ
て
来
た
、
眼
に
遮
る
物
象
は
サ
ッ
パ

リ
と
は
し
て
ゐ
れ
ど
、
お
も
し
ろ
気
も
お

か
し
気
も
な
く
、
さ
び
れ
は
て
た
う
ち
に

も
、
ど
う
や
ら
ま
じ
か
に
な
ッ
た
冬
の
す

さ
ま
じ
さ
が
見
透
か
さ
れ
る
や
う
に
思
は

れ
て
。」

ロ
シ
ア
語
の
原
文
を
訳
文
と
見
比
べ
る
と
「;

」「,

」

と
「
、」
の
数
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

“Я
 остановился... М

не стало 
грустно; сквозь невеселую

, 
хотя свеж

ую
 улы

бку 
увядаю

щ
ей природы

, казалось, 
прокрады

вался уны
лы

й страх 
недалекой зимы.

”

森鴎外
（1862-1922）
< 独文如来 >

二葉亭四迷
（1864-1909）
＜魯文如来＞　

坪内逍遥
（1859-1935）沙士比阿著・坪内逍遥 訳 『自由太刀余波鋭鋒』

東洋館 明治 17（1884）年【特 13-579】
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ド
イ
ツ
語
のdu

は
二
人
称
で
「
お
前
」
に
当

た
る
言
葉
で
す
が
、
お
父
さ
ん
が
子
ど
も
に
言
う

の
は
い
い
で
す
が
、
子
ど
も
が
お
父
さ
ん
に
言
っ

て
い
た
ら
変
な
の
で
、
日
本
語
で
は
違
う
訳
し
方

を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
そ
こ
で
翻
案
の
必
要

が
生
じ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
で
も
最
後
の
と
こ

ろ
で
「
自
分
も
此
の
手
加
減
は
し
て
ゐ
る
が
、
併

し
な
る
た
け
原
文
の
通
り
に
、
辞
句
の
配
列
な
ど

も
余
り
変
更
を
し
な
い
考
へ
」
と
、
起
点
志
向
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。

今
紹
介
し
た
人
た
ち
は
、
目
標
志
向
と
言
い
な

が
ら
も
起
点
テ
ク
ス
ト
も
大
事
な
ん
だ
、
あ
る
い

は
、
起
点
志
向
を
前
面
に
出
し
な
が
ら
も
読
み
や

す
さ
が
大
事
な
ん
だ
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。
グ
ラ

デ
ー
シ
ョ
ン
で
こ
の
二
つ
の
志
向
性
は
つ
な
が
っ

て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

森
田
思
軒
―
―
翻
訳
の
理
論
と
実
践

森
田
思
軒
は
新
聞
記
者
で
あ
り
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
で
す
。翻
訳
王
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
人
で
、エ
ッ

セ
イ
な
ど
に
翻
訳
に
関
す
る
言
説
を
た
く
さ
ん
残

し
て
い
ま
す
。

日
本
の
文
章
に
つ
い
て
の
彼
の
講
演
を
基
に
し

た
文
章
「
日
本
文
章
の
将
来
」
で
、
漢
字
を
引
き

続
き
使
う
の
が
い
い
、
そ
の
う
え
で
、「
造
句
措

辞
（
エ
キ
ス
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
）」
は
西
洋
の
文
体

を
真
似
す
る
「
直
譯
の
文
体
」
が
い
い
と
言
っ
て

い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
「
翻
訳
の
心
得
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ

で
は
、
翻
訳
の
心
得
が
第
一
か
ら
第
四
ま
で
書
い

て
あ
る
部
分
が
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
の
第
二
の
心

得
で
は
起
点
テ
ク
ス
ト
の
表
現
を
活
か
す
必
要
は

あ
る
け
れ
ど
も
、
す
べ
て
の
起
点
テ
ク
ス
ト
の
語

に
対
し
て
そ
う
い
う
態
度
を
と
る
必
要
は
な
い
と

も
言
っ
て
い
ま
す
。

少
し
だ
け
思
軒
さ
ん
の
『
牢
帰
り
』
と
い
う
作

品
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
原
著
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

デ
ィ
ケ
ン
ズ
（Charles John H

uffam
 D

ickens

）

のT
he posthum

ous papers of the Pickw
ick 

club
と
い
う
作
品
で
す
。

欧
文
脈
が
現
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
た
い
と

思
い
ま
す
（
ａ
）。
冒
頭
が
「
私
が
」
で
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
起
点
テ
ク
ス
ト
は
“W

hen I first 

settled in this village

”
で
“I
”
が
主
語
な
ん
で

す
ね
。
そ
こ
を
き
ち
ん
と
「
私
が
」
と
明
示
し
て

始
め
て
い
ま
す
。
当
た
り
前
と
思
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
な
く
て
も
成
立
す
る
の
が
日
本
語
で
す
。

こ
の
箇
所
も
ち
ょ
っ
と
注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う

（
ｂ
）。「
私
の
」に
取
り
消
し
線
が
入
っ
て
い
ま
す
。

元
々
の
英
語
を
見
る
と
、“m

y parishioners

”

と
い
う
よ
う
に
“m

y

”
と
い
う
言
葉
が
入
っ
て

い
る
の
で
、「
私
の
」
と
書
い
た
わ
け
な
ん
で
す

が
、
ち
ょ
っ
と
く
ど
い
な
と
思
っ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。

森田思軒「草稿：ヂッケンス著『牢帰り』」（個人蔵　笠岡市教育委員会管理）
（掲載画像提供「国文学研究資料館　近代書誌・近代画像データベース」）

(a)

(b)

(c)
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句
読
法
も
見
て
み
ま
し
ょ
う
（
ｃ
）。「
若
者
に

な
っ
た
、
が
、」
と
こ
う
い
う
読
点
の
入
れ
方
を

し
た
ら
直
し
た
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
原
文
と
対
照
し
て
い
く
と
、
二
葉
亭
四
迷

じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、
ピ
リ
オ
ド
や
カ
ン
マ
な
ど

句
読
点
の
場
所
を
意
識
し
て
再
現
し
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
句
読
点
は
明
治
の
人

に
と
っ
て
新
し
い
も
の
で
使
い
慣
れ
て
い
な
い
の

で
、
変
な
使
い
方
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

其
の
子
は
強

き
や
う
そ
う

壮
な
、
立
派
な
一
人
ま
へ
の
若わ

か
も
の者

に

な
つ
た
、
が
、
さ
て
斯か

や

う様
に
子
ど
も
の
身か

ら

だ体
を
大

き
く
し
、
四て

あ

し肢
を
伸
ば
し
た

―
―

『家
庭
雑
誌
』(

83)　

家
庭
雑
誌
社 

 

明
治
29

（１
８
９
６
）
年
8
月

【雑
50-

１
】

さ
き
ほ
ど
二
つ
の
志
向
性
を
お
示
し
し
て
、
目

標
志
向
も
起
点
志
向
も
見
え
ま
す
ね
、
と
言
い
ま

し
た
。
実
際
に
訳
す
と
き
に
も
、
二
つ
の
志
向
の

な
か
で
揺
れ
動
き
な
が
ら
修
正
し
て
い
っ
た
と
い

う
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

な
ぜ
、
い
か
に
翻
訳
し
て
い
た
か

文
学
翻
訳
者
の
目
的
・
役
割
と
し
て
、
今
回
の

展
示
会
の
タ
イ
ト
ル
「
知
識
を
世
界
に
求
め
て
」

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
「
知
識
」
と
い
う
の
が
大

事
で
す
ね
。
専
門
分
野
の
情
報
と
か
技
術
、
政
治

の
仕
組
み
、
道
徳
な
ど
に
加
え
、
国
語
・
言
語
に

関
す
る
情
報
を
特
に
西
洋
の
先
進
国
に
求
め
て
い

た
。先
進
国
の
言
語
を
優
れ
て
い
る
も
の
と
捉
え
、

そ
の
影
響
に
よ
っ
て
日
本
語
の
変
容
を
狙
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

翻
訳
は
た
だ
あ
る
言
語
を
別
の
言
語
に
置
き
換

え
る
だ
け
の
行
為
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
す
。
訳
出
先
の
言
語
に
影
響
を
与
え
た

り
、
国
語
の
成
立
に
も
寄
与
す
る
よ
う
な
力
を

も
っ
て
い
ま
す
。
特
に
明
治
期
は
日
本
の
社
会
が

大
き
く
変
わ
っ
て
い
た
た
め
、
翻
訳
が
大
き
な
力

を
も
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
時
代
・
地

域
で
あ
っ
て
も
、
た
だ
言
語
を
置
き
換
え
る
だ
け

で
な
い
翻
訳
の
要
素
が
あ
り
ま
す
。
翻
訳
は
残
り

ま
す
。
１
４
０
年
前
の
明
治
の
翻
訳
の
様
子
も
現

代
の
我
々
が
観
察
で
き
る
と
い
う
の
は
翻
訳
の
面

白
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
残
っ
て
し
ま
う
と
い
う

点
で
は
、
ち
ょ
っ
と
怖
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

国
立
国
会
図
書
館
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
機
関

が
、
デ
ジ
タ
ル
で
も
見
ら
れ
る
資
料
を
提
供
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
そ
う
い
っ

た
も
の
を
活
用
し
て
、
ぜ
ひ
翻
訳
に
つ
い
て
社
会

全
体
で
知
識
を
深
め
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

第 4 章第 4 節「原文尊重を目指して」・第 5 節「口語体による翻訳へ」の展示の様子

展示資料と解説をご覧いただけるページをリサーチ・ナビで公開しています（9 ページ参照）。
第 4 章「翻訳文学の歩み」は 6 つのページで 40 点ほどの資料と解説をご覧いただけます。

https://rnavi.ndl.go.jp/jp/gallery/exhibit2022.html
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冒
頭
、
安
藤
氏
は
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
の
著

名
な
詩
「
青
春
」
か
ら
着
想
を
得
た
「
青
い
リ
ン
ゴ
」

の
話
か
ら
、
こ
の
講
演
を
始
め
て
い
ま
す
。
生
き
る

力
は
好
奇
心
と
体
力
で
あ
り
、「
何
歳
で
も
目
標
が

あ
る
限
り
青
春
だ
と
思
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

安
藤
氏
が
建
築
の
設
計
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
中

学
２
年
生
の
時
で
、
平
屋
建
て
の
自
宅
を
二
階
建
て

に
改
造
し
た
時
に
働
い
て
い
た
近
所
の
大
工
さ
ん
を

見
て
、
楽
し
そ
う
に
仕
事
を
し
て
い
る
姿
に
魅
せ
ら

れ
た
よ
う
で
す
。

　

た
だ
、
建
築
に
心
惹
か
れ
た
も
の
の
、
身
近
に
書

物
や
絵
画
、
音
楽
な
ど
文
化
的
な
も
の
は
な
く
、
長

屋
の
隣
に
貸
本
屋
が
あ
る
の
み
で
し
た
。
貸
本
屋
で

は
『
野
口
英
世
』
や
手
塚
治
虫
の
『
鉄
腕
ア
ト
ム
』

な
ど
を
読
み
ま
し
た
が
、
難
し
い
文
学
書
は
置
か
れ

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

大
学
に
行
く
の
は
色
々
な
事
情
か
ら
諦
め
、
自
分

で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
大
量
の
本
を
読
み
続
け

た
そ
う
で
す
。
10
代
の
終
わ
り
に
は
具
体
美
術
協
会

の
活
動
や
ア
メ
リ
カ
の
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
に
触
れ
、
大

き
な
衝
撃
を
受
け
、
ま
た
同
時
に
、
人
に
勧
め
ら
れ

て
、
西
田
幾
多
郎
や
和
辻
哲
郎
な
ど
の
本
を
読
む
う

ち
、
本
の
中
に
は
深
く
、
大
き
な
世
界
が
待
っ
て
い

る
こ
と
を
知
り
ま
す
。
特
に
、夏
目
漱
石
の『
坊
ち
ゃ

ん
』
は
面
白
く
、
も
っ
と
早
く
読
め
ば
よ
か
っ
た
と

後
悔
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

奈
良
の
東
大
寺
な
ど
多
く
の
寺
院
を
は
じ
め
と
し

た
歴
史
的
建
造
物
を
追
い
か
け
る
中
で
、
本
の
世
界

国際子ども図書館では、4月23日の「子ども読書の日」にちなんで、各界の著名人に、子ども時代

の読書体験や出会った本にまつわるエピソード、読書の魅力について講演していただくことにより、

子どもの読書活動への関心と理解を深める機会としています。

令和 4 年度は、国際子ども図書館の建築に関わった建築家の安藤忠雄氏に、人生に影響を与えた

本の思い出や生きていく上での力となる読書、子どもたちに本との出会いを提供する意義などについ

てオンライン講演で語っていただきました（令和 4 年 4月22日～8月31日配信）。この記事では、

講演の概要を紹介します。� （文責　本誌編集担当）

安藤�忠雄�氏
大阪生まれ。独学で建築を学び、1969 年に安藤忠雄建
築研究所を設立。代表作に「六甲の集合住宅」「光の教会」
「ピューリッツァー美術館」「ブルス・ドゥ・コメルス」「こども
本の森 中之島」など。日本建築学会賞、フランス建築アカ
デミーゴールドメダル、05年 UIA( 国際建築家連合 )ゴール
ドメダルなどを受賞。イェール、コロンビア、ハーバード大学の
客員教授歴任。97年より東京大学教授、03年より名誉教授。

国際子ども図書館　前景
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の
深
さ
、
豊
か
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

24
歳
の
時
に
は
、
10
か
月
か
け
て
世
界
を
回
っ
た

そ
う
で
す
。
当
時
、
ち
ょ
う
ど
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ

に
興
味
が
あ
り
、
マ
ル
セ
イ
ユ
に
あ
る
ユ
ニ
テ
と
い

う
集
合
住
宅
を
見
て
、
こ
れ
を
作
り
上
げ
た
人
や
国

に
感
動
を
覚
え
た
と
い
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
自
分
の
職
業
を
通
し
て
社
会
に
何
が

で
き
る
か
を
考
え
れ
ば
、
よ
り
良
い
世
界
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
に
至
り
ま
す
。ご
自
身
も
、

建
築
を
通
し
て
社
会
に
何
が
還
元
で
き
る
か
、
常
に

考
え
続
け
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

安
藤
氏
が
近
年
、
大
阪
の
中
之
島
に
子
ど
も
の
た

め
の
図
書
館
を
作
っ
た
の
も
、
ア
メ
リ
カ
の
鉄
鋼
王

だ
っ
た
カ
ー
ネ
ギ
ー
の
、
自
身
が
社
会
か
ら
得
た
利

益
を
ど
う
社
会
に
還
元
し
、
生
き
て
い
く
か
と
い
う

考
え
に
共
感
し
、
同
様
に
自
分
の
お
金
で
図
書
館
を

作
り
た
い
と
の
思
い
か
ら
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
安
藤
氏
は
、
子
ど
も
の
図
書
館
の
建
築
を

通
じ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
創
造
力

を
育
み
、
自
ら
考
え
、
行
動
で
き
る
よ
う
な
人
間
に

な
っ
て
、
世
界
へ
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

安
藤
氏
は
自
分
が
中
学
２
年
生
の
時
に
長
屋
の
改

造
で
目
に
し
た
よ
う
な
上
か
ら
入
っ
て
く
る
光
の
美

し
さ
、
力
強
さ
を
、
設
計
を
通
じ
て
少
し
で
も
伝
え

た
い
と
話
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
こ
れ
か
ら
も

で
き
れ
ば
青
い
リ
ン
ゴ
の
ま
ま
で
頑
張
り
続
け
た

い
。」
と
結
ん
で
い
ま
す
。

安藤�忠雄�氏　photo�by�閑野欣次

光の教会　photo�by�松岡満男

青いリンゴ　安藤忠雄建築研究所�提供

夏目漱石�著『坊ちゃん』
（新潮文庫刊）

こども本の森�中之島　安藤忠雄建築研究所�提供
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私
が
所
属
す
る
国
際
子
ど
も
図
書
館
企
画
協
力
課
協
力
係

で
は
、
主
に
図
書
館
関
係
者
を
対
象
に
し
た
研
修
や
連
携
協

力
、
子
ど
も
の
本
や
子
ど
も
と
読
書
に
関
す
る
情
報
発
信
な

ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催

形
式
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
も
毎
年
実
施
し
て
い
る
児
童
文
学

連
続
講
座
や
、
令
和
２
年
度
に
開
館
20
周
年
記
念
コ
ン
テ
ン

ツ
と
し
て
始
ま
っ
た
「SD

G
s

と
子
ど
も
の
本
―
い
ま
、
図

書
館
に
で
き
る
こ
と
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
今
年
度
異
動
し
て
き
た
ば
か
り
で
、
自
分
自
身
も

日
々
子
ど
も
の
本
の
こ
と
を
勉
強
中
の
身
な
の
で
す
が
、
子

ど
も
の
本
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
改
め
て
感
じ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
の
本
は
大
人
が
描
き
、
作
り
、

選
び
、
読
者
で
あ
る
子
ど
も
に
届
け
ら
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
。

　

当
然
と
言
え
ば
当
然
な
の
で
す
が
、
読
者
層
で
は
な
い
人

が
作
る
と
い
う
点
は
、
大
人
の
本
と
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ

か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
と
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
す
ば

ら
し
い
本
を
手
に
取
る
た
め
に
は
、
や
は
り
周
り
の
大
人
た

ち
が
ど
ん
な
本
が
あ
る
の
か
よ
く
知
っ
て
い
る
こ
と
が
と
て

も
大
切
で
、
そ
う
考
え
る
と
、
図
書
館
司
書
や
学
校
の
先
生

と
い
っ
た
、
子
ど
も
と
本
を
つ
な
ぐ
役
目
を
果
た
し
て
い
る

大
人
の
方
々
に
向
け
て
情
報
を
お
届
け
し
て
い
く
意
義
は
大

き
な
も
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、今
ど
ん
な
本
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
か
、

自
分
自
身
の
勉
強
に
も
大
変
役
立
っ
て
い
る
「
子
ど
も
と
本

に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
」を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。「
子

ど
も
と
本
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
」
は
国
際
子
ど
も
図
書
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
信
し
て
い
る
、
国
内
外
の
児
童
文
学
賞

や
、
子
ど
も
の
本
に
関
わ
る
団
体
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介

す
る
ニ
ュ
ー
ス
記
事
で
、
執
筆
担
当
者
が
用
意
し
た
文
案
を

上
司
が
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
作
成
し
て
い
ま
す
。
海
外
の
児

童
文
学
賞
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
も
、
ど
う
訳
せ
ば
作
品
の
魅
力

が
伝
わ
り
や
す
い
か
を
係
で
あ
れ
こ
れ
考
え
な
が
ら
作
成
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ご
紹
介
し
て
い
る

作
品
や
作
家
は
有
名
な
賞
を
受
賞
し
た
も
の
が
中
心
で
す
の

で
、
ち
ょ
っ
と
手
前
味
噌
で
す
が
、
子
ど
も
の
本
に
関
す
る

最
近
の
状
況
を
知
る
に
は
よ
い
ツ
ー
ル
な
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
発
信
す
る
情
報
が
、ど
こ
か
の
誰
か
の
「
こ
れ
、

子
ど
も
た
ち
に
薦
め
て
み
よ
う
！
」
に
つ
な
が
る
と
い
い
な

と
思
い
つ
つ
、今
日
も
記
事
案
と
に
ら
め
っ
こ
し
て
い
ま
す
。

　

お
、
こ
の
作
品
が
ま
た
受
賞
し
て
る
な
、
ふ
む
ふ
む
。

（
企
画
協
力
課 

協
力
係　

ヒ
ー
ロ
ー
ず
か
ん
が
好
き
で
し
た
）

大人にこそ
伝えたい

ニュース作成中の筆者

開館20周年記念コンテンツの
ロゴマーク。
ニュースでは、国連のSDG 
Book Clubのブックリストもご
紹介しています。
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デジタルコレクショントップページ

　

令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
12
月
21
日
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
（
以
下
、「
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」）
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
は
、
当
館
で
収
集
・
保
存
し
て
い
る
デ
ジ

タ
ル
資
料
を
検
索
・
閲
覧
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
図
書
や
雑
誌
な
ど
当

館
や
他
機
関
が
所
蔵
資
料
を
用
い
て
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
資
料
約
３
１
１
万

点
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
電
子
書
籍
・
電
子
雑
誌

や
博
士
論
文
を
当
館
が
収
集
し
た
資
料
約
１
５
５
万
点
が
収
め
ら
れ
て
い

ま
す
（
数
値
は
令
和
４
年
12
月
時
点
）。

　

今
回
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
よ
り
便
利
に
な
っ
た
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
機
能
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
関
西
館 

電
子
図
書
館
課
）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、

～
そ
の
機
能
を
探
る
～
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全文検索対象のデジタル化資料が大幅に増えました！

例えば、「ミス・ワカナ」をキーワードに全文検索をかけると、

『レコード音楽技芸家銘鑑 昭和 15 年版』（レコード世界社、
昭和 15 年）の 163 コマ目に記載があることがわかります。

コマ数を示す左端の「163」をクリックすれば、該当ページの閲覧画面に
遷移します。左ページに確かに「ミス・ワカナ」の項目があります。

　全文検索とは、資料の本文テキストを対象とする検索のことです。これにより、キー

ワードを、タイトルや著者などの書誌情報だけでなく、資料の本文に含むものまで見つ

けられます。従来のデジタルコレクションでも一部のデジタル化資料についてはこの全

文検索が可能でしたが、今回その点数が大幅に増加し、約 247 万点が検索対象になりま

した。今回全文検索可能になったのは、令和 2 年 12 月までにデジタルコレクションに

登録された、図書や雑誌などのデジタル化資料です。全文検索でヒットした箇所は検索

結果一覧に表示され、クリックすれば該当のコマに直接移動できます。
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閲覧画面を改善しました！

　これまでコンテンツ画像の左側に表示されていた書

誌情報を下に移動させ、右側のタブの幅を可変にする

ことで、コンテンツ表示エリアの大きさを柔軟に変え

られるようになりました。右側のタブには、閲覧して

いる資料全コマのサムネイル表示、目次表示、画像調

整、全文検索の機能があります。資料のコマ画像をサ

ムネイルとして表示するコンテンツタブでは、上部の

プラス / マイナスのつまみ（①）でサムネイルの大き

さを変えることができ、プラスに調整すると、各コマ

のサムネイルが大きく表示され、閲覧したいページを

選びやすくなります。また、コンテンツタブ左側中央

にある縦二重線（②）を左方向に引っ張りタブの幅を

広げると、一度に表示されるサムネイルの数を増やす

ことができます。反対にタブの幅を狭くすると（③）、

コンテンツのみを表示することができます。書誌情報がコンテンツの下に表示されています。 

タブの幅を広げると、表示するサムネイルの数を増やせます。

タブの表示する幅を狭くすると、コンテンツだけを表示できます。

①

②

③
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シングルサインオンを実装しました！

　新たに画像検索ができるようになりました。画像検

索とは、デジタルコレクション収録資料からトリミン

グした画像や、お手持ちの任意の画像をもとに、それ

らに類似する図版（図、挿絵、写真等）を検索する機

能です。検索対象となるのは、閲覧画面の公開範囲欄

に「インターネット公開（保護期間満了）」と記載され

ている図書、古典籍資料です。

　トップページの画像検索欄や、閲覧画面の画像調整

タブ・「範囲を選択して切り抜き・画像検索」欄の「範

囲を選択」をクリックして表示される画像検索ボタン

から検索できます。検索に使用する画像によっては、

思いがけない資料を発見できるかもしれません。

　国立国会図書館が提供している web サービス「国立国会図書館オン

ライン」（以下、「NDL オンライン」）、「国立国会図書館サーチ」、「国

立国会図書館デジタルコレクション」においてシングルサインオンが

実現し、いずれかのサイトでログインすれば、3 つのサイト全てをロ

グイン状態で利用できるようになりました。

　例えば、デジタルコレクションで見つけた資料の遠隔複写を申し込

むには、これまでは NDL オンラインに移動し、あらためてログイン

して申し込む必要がありましたが、リニューアル後は既にデジタルコ

レクションにログインしていれば、NDL オンラインに移動しても再度

ログインする必要はなく、そのままスムーズにお申込みいただけます。

今回ご紹介した機能の他にも、スマートフォン対応など様々な改善を行いました。デジタル
コレクションには図書や雑誌、博士論文、録音・映像資料など幅広い種類の資料が集められ
ています。皆さんの探している資料も、実はデジタルコレクションにあるかもしれません。
新しくなったデジタルコレクションをぜひご利用ください！

トップページの画像検索欄や閲覧画面の画像検索ボタンを使うと……

似ている図版が見つかりました！

1 度のログインで 3 つのサイト全てでログイン状態
になります。

画像検索機能を追加しました！
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日本の素朴絵
ゆるい、かわいい、たのしい美術
 特別展
三井記念美術館・龍谷大学龍谷ミュージ
アム・NHKプロモーション 編　NHKプロ
モーション 刊
2019.7　211p ; 22cm
<請求記号  KC16-M394>

　

絵
心
が
あ
る
人
に
生
ま
れ
変
わ
れ
た
ら
。

幼
い
こ
ろ
、
絵
が
得
意
な
友
人
と
お
絵
描
き

を
す
る
た
び
に
そ
う
思
っ
て
い
た
私
は
、
い

つ
し
か
美
術
展
を
敬
遠
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
美
術
へ
の
苦
手
意
識
を
拭
う
こ
と
が

で
き
ず
、
美
術
展
は
「
絵
心
の
あ
る
人
が
名

画
を
楽
し
む
高
尚
な
と
こ
ろ
」
だ
と
決
め
て

か
か
っ
て
い
た
の
だ
。

　

そ
ん
な
私
で
も
純
粋
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
た
の
が
、
今
回
ご
紹
介
す
る
『
日
本
の
素

朴
絵
』
だ
。
本
書
は
、
２
０
１
９
年
に
三
井

記
念
美
術
館
と
龍
谷
大
学
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
の
図
録
で
あ
る
。

聞
き
な
れ
な
い
が
、
な
ん
と
な
く
想
像
で
き

る
気
も
す
る
「
素
朴
絵
」
と
い
う
語
。
本
書

で
は
「
ゆ
る
く
と
ぼ
け
た
味
わ
い
の
あ
る
表

現
で
描
か
れ
た
」
作
品
の
こ
と
と
し
、
絵
画

を
中
心
に
１
１
８
点
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

素
朴
絵
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
覧
会
は
本
邦

初
と
の
こ
と
だ
が
、
本
書
の
最
大
の
魅
力
は

何
と
言
っ
て
も
作
品
の
ゆ
る
さ
に
あ
る
。
柔

ら
か
な
筆
致
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
か
れ
た
作

品
ば
か
り
で
、
見
て
い
て
脱
力
し
て
し
ま
う

の
だ
。
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
て
滑
稽
に
描
か
れ

た
七
福
神
、
ど
こ
か
コ
ミ
カ
ル
な
地
獄
絵
な

ど
は
、
愛
嬌
た
っ
ぷ
り
で
見
る
人
を
飽
き
さ

せ
な
い
。
子
ど
も
の
落
書
き
の
よ
う
な
作
品

の
数
々
に
、
こ
の
レ
ベ
ル
な
ら
私
で
も
描
け

る
の
で
は
、
な
ど
と
思
っ
て
し
ま
う
。

　

ま
た
、
素
人
の
作
品
と
、
プ
ロ
の
絵
師
の

作
品
の
双
方
を
取
り
上
げ
て
い
る
点
も
特
筆

す
べ
き
だ
ろ
う
。
室
町
時
代
の
縁
起
絵
巻
や

曼
荼
羅
な
ど
は
、
庶
民
へ
の
布
教
の
た
め
、

作
画
技
法
を
学
ん
だ
こ
と
の
な
い
無
名
の
絵

師
が
描
い
た
も
の
だ
と
い
う
。
素
人
な
り
に

懸
命
に
描
い
た
の
だ
と
思
う
と
、
稚
拙
な
表

現
に
も
親
近
感
が
わ
く
が
、
素
人
の
作
品
が

今
日
ま
で
残
り
、
著
名
な
画
家
の
作
品
と
と

も
に
展
示
さ
れ
た
こ
と
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

　

一
方
、
江
戸
時
代
半
ば
に
な
る
と
、
プ
ロ

の
絵
師
が
あ
え
て
素
朴
な
絵
を
描
く
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。
庶
民
の
文
化
が
花
開
き
、

素
朴
絵
も
人
気
を
博
す
よ
う
に
な
っ
た
の

だ
。
伊
藤
若
冲
は
、
郷
土
玩
具
の
土
人
形
で

あ
る
伏
見
人
形
を
好
ん
で
描
い
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
。
肌
や
着
衣
は
ベ
タ
塗
り
、
眉
と
ま

ぶ
た
は
細
い
一
本
の
線
で
、
目
と
口
は
点
で

表
さ
れ
た
、
簡
略
で
大
ら
か
な
造
形
だ
。
若

冲
と
い
え
ば
緻
密
で
鮮
や
か
な
色
彩
を
思
い

浮
か
べ
る
が
、
技
巧
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
好
き

な
も
の
を
好
き
な
よ
う
に
描
く
こ
と
で
、
か

え
っ
て
味
わ
い
が
深
ま
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

日
本
に
は
庶
民
的
な
絵
画
も
多
い
こ
と
、

ま
た
そ
の
一
つ
一
つ
が
個
性
的
で
素
朴
ゆ
え

の
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、

初
め
て
美
術
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
。
幼
い
私
が
描
い
た
絵
に
も
、
拙
い
な
り

に
趣
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
と
、
心

が
温
か
く
な
っ
て
く
る
。「
な
ん
と
な
～
く

た
の
し
ん
で
や
」
と
図
解
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る

と
お
り
、
本
書
は
肩
肘
張
ら
ず
に
楽
し
め
る

一
冊
と
な
っ
て
い
る
。
ゆ
る
い
絵
の
数
々
、

堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い
。　
（
塩
畑 

里
紗
）



ルクセンブルク国立図書館 
中村　絢子

は
じ
め
に

　

緑
豊
か
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
小
国
、
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
ク
。
鉄
鋼
の
国
か
ら
金
融
の
国

へ
と
変
貌
を
遂
げ
、
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ

や
最
低
賃
金
の
高
さ
で
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
を
誇
る
。
近
年
で
は
、
公
共
交
通
機
関

の
無
料
化
や
宇
宙
政
策
へ
の
積
極
的
な
取

組
で
も
知
ら
れ
、
文
教
政
策
に
目
を
向
け

れ
ば
、
分
野
横
断
的
な
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究

セ
ン
タ
ー
を
擁
す
る
同
国
唯
一
の
公
立
大

学
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
学
が
国
内
外
の

研
究
者
・
学
生
を
惹
き
つ
け
て
い
る
。
本

稿
は
、
し
な
や
か
な
強
さ
を
持
つ
こ
の
国

の
国
立
図
書
館
（Bibliothèque nationale 

du Luxem
bourg : 

Ｂ
ｎ
Ｌ
）
を
、
当
館
在

外
研
究
員
と
し
て
同
大
学
議
会
学
修
士
課

程
に
在
籍
中
の
筆
者
が
探
訪
し
た
記
録
で

あ
る
。

ルクセンブルク国立図書館の閲覧エリア全景
© Bibliothèque nationale du Luxembourg

ドイツ

オランダ

ベルギー

フランス

首都
ルクセンブルク市
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Bibliothèque nationale du 
Luxembourg

ルクセンブルク国立図書館の外観

１
．Ｂ
ｎ
Ｌ
概
要

都
心
に
置
か
れ
た
「
知
の
イ
ン
フ
ラ
」

　

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
言
え
ば
、

１
９
９
４
年
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
美
し
い
旧
市
街
（
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

市
：
そ
の
古
い
街
並
み
と
要
塞
群
）
が
有

名
で
あ
る
が
、
そ
の
北
東
・
キ
ル
シ
ュ
ベ

ル
ク
地
区
に
は
大
型
商
業
施
設
や
ス
ポ
ー

ツ
施
設
、
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
や
欧
州
投
資

銀
行
な
ど
が
立
ち
並
び
、
同
国
の
都
心
部

が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
読
書
・
知
識
・
文

化
を
奨
励
す
る
と
い
う
同
国
の
方
針
に
基

づ
き
、
Ｂ
ｎ
Ｌ
は
潜
在
的
な
利
用
者
が
多

い
こ
の
都
心
部
に
置
か
れ
、「
知
の
イ
ン

フ
ラ
」
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

す
ぐ
目
の
前
に
は
ト
ラ
ム
（
路
面
電
車
）

の
停
留
所
が
あ
り
、
旧
市
街
か
ら
は
15
分
、

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
中
央
駅
か
ら
は
20
分
程

度
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

２
つ
の
側
面

　

Ｂ
ｎ
Ｌ
は
、
遺
産
図
書
館
と
学
術
研
究

図
書
館
と
い
う
２
つ
の
側
面
を
持
っ
て
い

る
。

　

ま
ず
、
遺
産
図
書
館
と
し
て
、
国
内
で

印
刷
さ
れ
た
紙
及
び
電
子
資
料
を
そ
の
出

版
者
又
は
作
成
者
が
図
書
館
に
納
入
す

る
納
本
制
度
（
１
９
５
８
年
導
入
）
に

基
づ
き
収
集
す
る
と
と
も
に
、
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
ク
人
が
同
国
外
で
出
版
し
た
資
料

や
、
同
国
に
つ
い
て
書
か
れ
た
資
料
も
購

入
や
寄
贈
に
よ
り
収
集
し
、
世
界
で
唯

一
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

“Luxem
burgensia”

を
構
築
し
て
い
る
。

納
本
制
度
に
基
づ
く
収
集
対
象
に
は
、
図

書
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
定
期
刊
行
物
、
ポ

ス
タ
ー
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、
絵
葉
書
、
版
画
、

舞
台
・
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

地
形
図
、
都
市
図
、
楽
譜
、
舞
踏
譜
、
点

字
出
版
物
、
博
士
論
文
等
が
含
ま
れ
る
。

納
本
点
数
は
資
料
の
種
類
ご
と
に
決
ま
っ

て
い
て
、
例
え
ば
図
書
の
場
合
は
４
点
で

あ
る
が
、
納
本
に
よ
り
い
か
な
る
支
払
い

も
発
生
し
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

る（
１
）。

　

他
方
、
学
術
研
究
図
書
館
と
し
て
、
国

外
で
出
版
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
資
料

を
収
集
・
所
蔵
し
て
い
る
。
Ｂ
ｎ
Ｌ
が
所

蔵
す
る
図
書
、
定
期
刊
行
物
な
ど
の
出
版

物
は
約
１
８
０
万
点
で
あ
る
と
こ
ろ
、
そ

の
約
４
分
の
３
を
こ
れ
ら
の
国
外
出
版
物

が
占
め
て
い
る
。
主
に
収
集
対
象
と
な
る

の
は
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
語
、
ド
イ
ツ
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
及
び
英
語
の
資
料
で
あ
る

が
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
や
ロ
シ
ア
語
の
資
料
も
所
蔵
す

る
。

（上）中央駅とトラム
（下）左側がかつてのルクセンブルク国立図書館（p.26
コラム参照）。右奥はノートルダム大聖堂
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（右）閲覧エリア　吹き抜け
（下）天窓

２
．
開
放
的
で
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な

図
書
館
を
目
指
し
て

多
様
な
閲
覧
席
が
設
け
ら
れ
た
快
適
な

空
間

　

２
０
１
９
年
９
月
に
落
成
し
た
ば
か
り

の
Ｂ
ｎ
Ｌ
の
新
館
は
、
開
放
性
と
フ
レ
キ

シ
ビ
リ
テ
ィ
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
建
て

ら
れ
た
。
館
内
は
、
た
く
さ
ん
の
ガ
ラ
ス

窓
か
ら
や
わ
ら
か
な
日
差
し
が
降
り
注
ぐ

快
適
な
公
共
空
間
と
な
っ
て
い
る
が
、
新

館
建
設
に
至
る
ま
で
に
は
長
い
道
の
り
が

あ
っ
た
（
上
コ
ラ
ム
参
照
）。

　

新
し
い
国
立
図
書
館
の
建
設
に
関
す
る

法
律
案
は
２
０
１
３
年
４
月
に
可
決
さ

れ
、
２
０
１
４
年
６
月
に
着
工
、
５
年
３

か
月
間
の
工
事
を
経
て
完
成
し
た
建
物

に（
３
）、
そ
れ
ま
で
７
か
所
に
分
散
し
て
い
た

資
料
が
集
め
ら
れ
た
。
静
謐
な
空
間
を
保

つ
た
め
、
閲
覧
エ
リ
ア
の
壁
に
は
吸
音
機

能
を
施
し
た
白
い
レ
ン
ガ
と
オ
ー
ク
材
、

床
に
は
青
い
絨
毯
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

４
７
０
の
閲
覧
席
は
、
エ
リ
ア
ご
と
に

テ
ー
マ
性
を
感
じ
る
ほ
ど
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
る
。

　

比
較
的
落
ち
着
い
た
色
味
の
館
内
で
ひ

と
き
わ
目
を
引
く
の
は
、
１
階
の
特
別
閲

覧
室
で
あ
る
。
写
本
や
イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ

ラ
（
活
版
印
刷
技
術
の
黎
明
期
で
あ
る

15
世
紀
に
金
属
活
字
に
よ
り
印
刷
さ
れ

た
も
の
）
な
ど
の
貴
重
資
料
を
閲
覧
す

る
際
に
利
用
さ
れ
る
部
屋
で
あ
る
。
貴
重

　BnL の起源は 1798 年に遡る。ルクセンブルクがフ
ランス革命軍の侵攻により同国に併合され、その一地方

（Département des forêts）となっていた時代である。
新館建設に関する立法資料 2 によれば、フランス当局がこ
の地方に設置した学校（École centrale）の図書館に、
革命軍の侵攻により廃止されていた各地の神学校や修道
院の図書館の蔵書が集められたのが BnL のはじまりとされ
る（このとき集められた書物には古いものでは 7 世紀の資
料も含まれ、BnL の貴重なコレクションの一部を成してい
る）。その後、複数の図書館機能を吸収し、1899 年に
は国立図書館と呼ばれるようになった。
　ルクセンブルクの百科事典的な機能を果たす図書館とし
て、常に国内出版物を上回る点数の国外出版物を収集・
所蔵してきた BnL ではあるが、その機能を十分に果たすた
めの広さの確保にいつも頭を悩ませてきた。BnL は長きに

わたり旧市街のノートルダム大聖堂に隣接した学校の一角
に置かれていたが、ドイツの占領下にあった 1942 年、同
国の一地方図書館としての役割ととともに、市内中心部を
走るロワイヤル通り沿いに専用の建物を与えられた。しかし、
戦後この建物も手狭となり、所蔵資料は複数の保管場所
に分散配置される状態となった。1973 年以降は、前述
の学校の移転に伴って空いた建物を改修して図書館サー
ビスを提供していたが、資料保存や閲覧のための十分か
つ適切なスペースの不足という問題が早くも1980 年代に
は顕在化し、BnL 拡張工事の検討が始まった。大聖堂の
前庭を地下 6 階分掘削するという当初案が却下されてから
いくつもの場所が新館の建設候補地に挙げられたが、土
地代が掛かりすぎる、アクセスが悪い、などの理由により
候補地選びは難航し、現在の場所での新館建設が発表さ
れたのは 2010 年になってからであった。

ルクセンブルク国立図書館の誕生から新館建設まで 
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特別閲覧室（上）とその前に置かれたミュージアムケース（左）

資
料
が
持
つ
遺
産
的
価
値
を
象
徴
す
る
た

め
、
壁
の
色
に
は
鮮
や
か
な
赤
が
選
ば
れ

た
。
規
則
正
し
く
配
置
さ
れ
た
照
明
が
壁

に
施
さ
れ
た
金
色
の
ダ
マ
ス
ク
模
様
を
映

し
出
し
、
こ
の
部
屋
の
特
別
な
雰
囲
気
は

ガ
ラ
ス
越
し
に
部
屋
の
外
に
ま
で
放
た
れ

て
い
る
。
特
別
閲
覧
室
の
前
に
置
か
れ
た

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ケ
ー
ス
に
は
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
大
公
妃
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
（
在
位

１
７
４
０
～
１
７
８
０
）
や
オ
ラ
ン
ダ
国

王
ウ
ィ
レ
ム
１
世
（
在
位
１
８
１
５
～

１
８
４
０
）
ら
の
小
さ
な
肖
像
画
が
ず
ら

り
と
並
び
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
覇
権
争
い
の
過
程
で
様
々
な
国

の
統
治
下
に
あ
っ
た
歴
史
を
静
か
に
伝
え

て
い
る
。

環
境
へ
の
配
慮

　

Ｂ
ｎ
Ｌ
に
様
々
な
タ
イ
プ
の
閲
覧
席
が

用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
誰
も
が
自

分
の
理
想
と
す
る
場
所
を
見
つ
け
ら
れ
る

よ
う
に
と
い
う
図
書
館
側
の
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
に
配
慮
し
な
が
ら
個
々
の
利
用
者
に

快
適
な
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
を
狙
っ
た

も
の
で
も
あ
る（

４
）。
閲
覧
エ
リ
ア
は
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
か
ら
大
き
な
吹
き
抜
け
と
な
っ
て

お
り
、
北
向
き
の
天
窓
か
ら
入
る
自
然
光

で
館
内
の
明
る
さ
を
確
保
し
、
照
明
を
補

助
的
に
用
い
る
こ
と
で
、
電
力
消
費
を
抑

え
て
い
る
。
空
調
設
備
は
各
書
架
の
下
に

閲覧席のバリエーションの豊富さは BnL の特徴
の一つである。バンカーズライトのような卓上照
明が置かれた席は勉強や読書に最適であるし、
書架と書架の間の狭い通路に並んだパーテー
ション付きのソファに座れば、本の世界に一人
どっぷり浸ることができる。有機的なフォルムの
ラウンジチェアは、座ってくつろぐことができるだ
けでなく、そこにあるというだけで感性を刺激す
る効果がある（気がする）。また、ベビーベッド
やおもちゃが備え付けられたファミリールームもあ
り、小さな子どもを遊ばせながら読書や研究が
できる環境が整っている。

（上から時計回りに）0-1 階閲覧エリア、ラウン
ジチェア、ファミリールーム、パーテーション付き
ソファ
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埋
め
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
吹
き
出

す
新
鮮
な
空
気
が
閲
覧
エ
リ
ア
で
徐
々
に

温
め
ら
れ
て
上
昇
し
、
天
井
裏
か
ら
排
出

さ
れ
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
白
色

の
金
属
柱
は
、
そ
れ
自
体
が
夜
間
の
冷
気

を
ま
と
い
、
日
中
の
室
温
上
昇
を
和
ら
げ

る
効
果
を
持
つ
そ
う
だ
。

 

３
．
読
書
を
通
じ
て
知
識
社
会

の
発
展
を
支
え
る

研
究
も
、
生
涯
学
習
も
、
余
暇
も

　

開
放
性
と
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
Ｂ

ｎ
Ｌ
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
も
現
れ
て
い

る
。
先
ほ
ど
少
し
触
れ
た
、バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
豊
か
な
閲
覧
席
は
、
図
書
館
が
読
書
を

通
じ
て
学
び
、
考
え
、
休
息
し
、
気
晴
ら

し
を
す
る
場
所
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
象

徴
し
た
も
の
な
の
だ
と
い
う（

５
）。
開
架
資
料

を
閲
覧
す
る
だ
け
な
ら
、
利
用
登
録
は
い

ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
鞄
や
傘
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
コ
ー
ト
類
等
を
持
ち
込
む
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
、エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
ロ
ッ
カ
ー

に
預
け
る
必
要
は
あ
る
が
、
あ
と
は
、
警

備
員
さ
ん
に
挨
拶
す
る
だ
け
で
、
気
持
ち

よ
く
閲
覧
エ
リ
ア
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
で
、
資
料
の
利
用
を
一
定
程
度
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
、
開
架
資
料
の
閲

覧
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
利
用
者

登
録
を
課
し
て
い
る
。
登
録
自
体
は
全
て

の
人
に
開
か
れ
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
ご
と

に
そ
の
対
象
者
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
Ｂ
ｎ
Ｌ
の
所
蔵
資
料
は
、
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
除
い
て
館
外

貸
出
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、こ
れ
は
「
ル

ク
セ
ン
ブ
ル
ク
又
は
そ
の
国
境
地
域
に
居

住
し
て
い
る
14
歳
以
上
の
者
」
と
「
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
ク
政
府
が
認
可
し
た
高
等
教
育

機
関
に
所
属
す
る
学
生
」
の
み
が
利
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る（

６
）。

　

国
境
地
域
に
住
む
人
が
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
在
住
者
と
同
じ
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る

点
に
す
こ
し
注
意
が
向
く
が
、
移
動
の
自

由
が
あ
る
Ｅ
Ｕ
域
内
に
あ
っ
て
も
、
と
り

わ
け
国
境
を
接
す
る
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス

及
び
ベ
ル
ギ
ー
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
の

往
来
は
想
像
以
上
に
シ
ー
ム
レ
ス
な
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
欧
州
に
お
け
る

国
境
検
問
の
廃
止
が
こ
れ
ら
の
国
に
オ
ラ

ン
ダ
を
加
え
た
５
か
国
の
間
で
始
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
か
ら
も
窺
い
知
れ
る
。
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
ク
南
東
部
の
シ
ェ
ン
ゲ
ン
で
、

ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
と
の
国
境
沿
い
の

モ
ー
ゼ
ル
川
に
か
か
る
橋
の
上
を
車
が
頻

繁
に
行
き
交
う
様
子
を
見
て
、
国
境
が
県

境
の
よ
う
な
、
不
思
議
な
感
覚
に
陥
っ
た

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

　

話
を
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
戻
す
と
、
資

料
の
館
外
貸
出
を
行
う
点
で
Ｂ
ｎ
Ｌ
は
比

較
的
珍
し
い
国
立
図
書
館
か
も
し
れ
な

い
。
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は

さ
す
が
に
貸
出
対
象
外
で
あ
る
が
、
国
外

で
出
版
さ
れ
る
（
し
ば
し
ば
高
価
な
）
専

（上）荷物や上着はロッカーへ入れることになる。

（下）ルクセンブルクコレクションが置かれた部屋

欧 州 統 合 の 歴 史 などを 学 べるシェンゲンの 施 設 Musée 
européen Schengen から、モーゼル川と対岸のドイツを臨む。

2 階閲覧エリア
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門
書
を
借
り
ら
れ
る
の
は
と
て
も
便
利
で

あ
る
。
１
度
に
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
図

書
資
料
の
上
限
は
20
点
、
貸
出
期
間
は
４

週
間
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
で
も
大
盤
振
る

舞
い
に
思
わ
れ
る
が
、
他
の
利
用
者
か
ら

予
約
が
入
ら
な
け
れ
ば
２
回
ま
で
延
長
で

き
、
借
り
て
き
た
本
を
自
宅
で
最
長
３
か

月
程
度
も
楽
し
め
る
。
自
動
返
却
口
が
あ

る
の
で
、
開
館
時
間
以
外
で
も
資
料
を
返

す
こ
と
が
で
き
る
。
資
料
を
破
損
・
紛
失

し
た
場
合
は
、
弁
償
す
る
ま
で
利
用
者
ア

カ
ウ
ン
ト
が
凍
結
さ
れ
、
貸
出
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
が
、
そ
の
よ

う
な
事
例
は
こ
れ
ま
で
に
１
件
の
み
だ
と

い
う
。
ち
な
み
に
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大

学
図
書
館
の
図
書
貸
出
サ
ー
ビ
ス
は
、
学

生
・
教
職
員
の
場
合
、
貸
出
点
数
は
無
制

限
、
期
間
は
デ
フ
ォ
ル
ト
で
３
か
月
（
１

回
延
長
可
）
と
や
は
り
大
盤
振
る
舞
い
で

あ
る
。
仮
に
読
み
た
い
本
が
貸
出
中
で

あ
っ
て
も
、
３
か
月
待
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
…
…
な
ど
と
落
胆
す
る
必
要
は
な

い
。
利
用
予
約
を
入
れ
れ
ば
、
そ
の
時
点

か
ら
１
週
間
後
に
返
却
期
日
が
繰
り
上
が

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

登
録
利
用
者
は
他
に
、
Ｅ
ジ
ャ
ー
ナ
ル

等
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
複

写
機
・
ス
キ
ャ
ナ
ー
の
利
用（

７
）、
閉
架
資
料

の
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。
閉
架
資
料
を
利

用
し
た
い
場
合
は
、
ス
マ
ホ
又
は
Ｐ
Ｃ
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
蔵
書
目
録
に
当
た
るa-z.lu

に
ロ
グ
イ
ン
し
て
申
し
込
む
。
申
込
を
し

て
か
ら
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
40

分
程
度
か
か
る
が
、
閲
覧
準
備
が
で
き
た

と
い
う
連
絡
が
来
て
か
ら
１
週
間
は
受
付

で
保
管
し
て
も
ら
え
る
た
め
、
あ
ら
か
じ

め
申
込
を
し
て
お
け
ば
、
来
館
し
た
際
に

ス
ム
ー
ズ
に
資
料
を
利
用
で
き
る
。
探
し

て
い
る
資
料
が
国
内
で
入
手
で
き
な
い
場

合
は
、
国
外
の
図
書
館
か
ら
Ｂ
ｎ
Ｌ
を
介

し
て
資
料
を
借
り
た
り
、
論
文
の
コ
ピ
ー

を
送
っ
て
も
ら
っ
た
り
す
る
サ
ー
ビ
ス
も

用
意
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
研
究
目
的

の
利
用
に
限
ら
れ
る
。
利
用
料
は
資
料
１

点
に
つ
き
２
ユ
ー
ロ
）。

図
書
館
運
営
の
効
率
性
と
利
便
性

　

図
書
館
運
営
の
効
率
化
の
た
め
、
資
料

に
は
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
貼
付
し
、
手
作
業
に

よ
る
資
料
仕
分
け
を
可
能
な
限
り
減
ら
し

て
い
る
。
資
料
の
貸
出
手
続
も
セ
ル
フ

サ
ー
ビ
ス
で
、
閲
覧
エ
リ
ア
に
置
か
れ
た

自
動
貸
出
機
に
本
を
置
き
、
利
用
者
カ
ー

ド
を
か
ざ
し
て
ロ
グ
イ
ン
を
す
れ
ば
複
数

の
本
の
貸
出
手
続
が
一
瞬
で
完
了
す
る
た

め
、
利
用
者
の
時
間
の
節
約
に
も
役
立
っ

て
い
る
。

　

排
架
方
法
の
工
夫
も
興
味
深
い
。
開
架

資
料
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
図
書
館
同
様
、

利
用
者
が
資
料
を
探
し
や
す
い
よ
う
テ
ー

マ
ご
と
に
分
類
・
排
架
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
書
庫
内
の
閉
架
資
料
は
、
ス

２階の東側には音楽室があり、図書館に所蔵されている楽譜を見な
がら備え付けのピアノを弾いたり、自分の楽器を持ち込んで演奏した
りすることができる。また、その先のメディアテークと呼ばれるエリア
には、ジャンル別に整理されたＣＤやＤＶＤが並んでおり、オーディオ
ブースで鑑賞できるのみならず、例えば映画なら最大４点まで１週間、
語学教材 8 は最大３点まで４週間借りられる。音楽室もオーディオブー
スも、音楽や映画を純粋に楽しむために利用することができ、予約
はオンラインで完結する（もちろん利用料はかからない）。開放性と
フレキシビリティというこの図書館の 2 大コンセプトを凝縮した図書館
サービスと言えるだろう。

（右から時計回りに）音楽室、オーディオブース、メディアテーク
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（右）複写もスキャンもセルフサービス

（左上）開架資料。赤シールが付いているもの
は貸出不可

（左）自動貸出機

ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
と
効
率
的
な
出
納
作

業
の
た
め
、
本
の
サ
イ
ズ
と
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
ご
と
に
分
類
さ
れ
た
う
え
で
、
受
入
順

に
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
資
料
の
位
置
は
原

則
と
し
て
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。（
そ
の

た
め
、
Ｂ
ｎ
Ｌ
の
資
料
に
は
ま
ず
所
蔵
順

の
通
し
コ
ー
ド
が
付
さ
れ
、
開
架
資
料
に

は
別
途
、
デ
ュ
ー
イ
十
進
分
類
法
に
基
づ

き
、
主
題
と
著
者
を
示
す
ラ
ベ
ル
が
貼
ら

れ
て
い
る
。）

　

資
料
保
存
と
い
う
文
脈
で
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
に
配
慮
し
た
図
書
館
建
築
も
注

目
さ
れ
る
。
書
庫
内
を
資
料
保
存
に
適
し

た
環
境
（
温
度
18
±
２
度
、
湿
度
50
±

５
％
）
に
維
持
す
る
の
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
を
抑
え
る
た
め
、
５
層
の
書
庫

は
高
機
能
な
断
熱
材
で
覆
わ
れ
た
「
箱
の

中
の
箱
」
と
な
る
よ
う
建
物
の
中
心
部
に

設
計
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
熱
、
太
陽

光
、
夜
間
の
冷
た
い
空
気
な
ど
を
活
用
す

る
設
備
を
整
え
て
お
り
、
建
物
の
冷
却
に

必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
完
全
に
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
る
と

い
う（

９
）。

お
わ
り
に

　

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
文
化
遺
産
を
伝

え
、
学
術
研
究
に
資
す
る
使
命
を
持
つ
Ｂ

ｎ
Ｌ
は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
、
い
つ
訪

れ
て
も
居
心
地
が
よ
い
図
書
館
へ
と
進
化

し
て
き
た
。
開
放
的
な
雰
囲
気
と
利
用
手

続
の
少
な
さ
は
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
活
用

し
た
資
料
管
理
と
、
自
律
し
た
利
用
者
を

想
定
し
た
合
理
的
な
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に

よ
り
実
現
さ
れ
て
お
り
、
利
便
性
の
向
上

と
職
員
の
作
業
負
担
の
軽
減
が
同
時
に
か

な
っ
て
い
る
点
に
感
服
さ
せ
ら
れ
る
。
効

率
的
な
図
書
館
運
営
の
ベ
ー
ス
と
な
る
施

設
を
新
た
な
拠
点
と
し
て
得
て
、
Ｂ
ｎ
Ｌ

は
今
後
も
質
の
高
い
書
物
へ
の
ア
ク
セ
ス

を
広
く
保
障
し
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
知

識
社
会
の
発
展
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割

を
担
い
続
け
て
い
く
だ
ろ
う
。

3 階閲覧エリア

カフェタイムは勉強の合間に休憩する若者で賑わう
BNL'S CAFE。キャロットケーキが美味しい。
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1 Règlement grand-ducal du 6 novembre 2009 relatif au dépôt légal（納
本規則）; Commentaire des articles du règlement.（納本規則逐条解説） BnL 
website <https://bnl.public.lu/content/dam/bnl/pictures/downloads/
services_pro_depotlegal/Commentaire_des_articles_dpotlegal.pdf>

2 Projet de loi relatif à la construction d’une nouvelle Bibliothèque 
nationale à Luxembourg-Kirchberg, N° 6516 (2012-2013), déposé au 31 
décembre 2012.

3 “Bibliothèque nationale du Luxembourg,” dernière mise à jour 11 
décembre 2019. Portail des Travaux publics（公共工事ポータル）website 
<https://travaux.public.lu/fr/projets/projets-batiments/2014/bnl.html>

4 同上

5 Ministère du Développement durable et des Infrastructures et Ministère 
de la Culture, “Visite de la nouvelle bibliothèque nationale à Luxembourg-
Kirchberg,” Dossier de Presse, 29 mars 2018. <https://gouvernement.lu/
dam-assets/documents/actualites/2018/03-mars/29-bnl-chantier-
dossier.pdf>

6 Règlement d’ordre intérieur et règlement du prêt（庁舎秩序規則・貸出
規則）, 30 mars 2022. BnL website <https://bnl.public.lu/content/dam/
bnl/pictures/downloads/reglements/reglement-interne-bnl-fr.pdf>

7 A4 白黒コピー 1 頁当たり10 セントユーロ、スキャン 1 頁当たり2 セントユーロ
（2022 年 10 月1日現在）。

8 1984 年の言語法により、ルクセンブルク語を国語とする一方で、行政・司法手
続の使用言語としては、フランス語、ドイツ語又はルクセンブルク語と定められている。

9 Ministère du Développement durable et des Infrastructures et Ministère 
de la Culture, “1er coup de pelle de la nouvelle bibliothèque nationale 

à Luxembourg-Kirchberg,” Dossier de presse, 26 juin 2014. <https://bnl.
public.lu/dam-assets/pictures/downloads/decouvrir_bnl_enbref/
dossier-presse_nbnldef.pdf>
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令
和
５
年
度
国
立
国
会
図
書
館
職
員
採
用
試
験

　　

令
和
５
年
度
の
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

○
職
務
内
容

●
総
合
職
試
験
・
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）・
障
害
者
（
係

員
級
）
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

　

調
査
業
務
、
司
書
業
務
、
一
般
事
務
等
の
館
務

●
施
設
設
備
専
門
職
員
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

　

�

施
設
設
備
の
維
持
及
び
管
理
等
に
関
す
る
業
務
、設
備
新
営
・

改
修
工
事
に
関
す
る
設
計
・
監
理
業
務
、
設
備
に
関
す
る
技
術

に
係
る
調
査
研
究
業
務
並
び
に
当
該
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す

る
業
務

○
障
害
の
あ
る
方
へ

�　

受
験
資
格
を
満
た
せ
ば
、障
害
者
（
係
員
級
）
採
用
試
験
（
大

卒
程
度
試
験
）、総
合
職
試
験
、一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
試
験
）、

施
設
設
備
専
門
職
員
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
の
い
ず
れ

か
一
つ
を
受
験
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

障
害
者
（
係
員
級
）
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
以
外
の

試
験
を
受
験
す
る
場
合
も
、
受
験
上
の
配
慮
を
行
い
ま
す
。

○
専
門
試
験
（
記
述
式
）
の
「
史
学
」
の
変
更
に
つ
い
て

　

総
合
職
試
験
及
び
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
の
第
２

次
試
験
並
び
に
障
害
者
（
係
員
級
）
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試

験
）
の
第
１
次
試
験
の
専
門
試
験
（
記
述
式
）
の
選
択
科
目
「
史

学
」
の
選
択
分
野
の
う
ち
、「
東
洋
史
」「
西
洋
史
」
を
統
合
し
、

新
た
に
「
世
界
史
」
と
し
て
出
題
し
ま
す
。

・�

令
和
４
年
度
試
験
ま
で
：
日
本
史
・
東
洋
史
・
西
洋
史
か
ら

受
験
時
に
１
分
野
選
択

・�

令
和
５
年
度
試
験
か
ら
：
日
本
史
・
世
界
史
か
ら
受
験
時
に

１
分
野
選
択

　

そ
の
他
の
選
択
科
目
（
法
学
（
憲
法
、
民
法
、
行
政
法
、
国

際
法
か
ら
受
験
時
に
２
分
野
選
択
）、
政
治
学
、
経
済
学
、
社

会
学
、
文
学
、
図
書
館
情
報
学
、
物
理
学
、
化
学
、
数
学
、
工

学
・
情
報
工
学
（
工
学
全
般
、
情
報
工
学
か
ら
受
験
時
に
１
分

野
選
択
）、
生
物
学
）
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
試
験
案
内
の
入
手
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
入
手
可
能
で
す
。

・
東
京
本
館
、
関
西
館
又
は
国
際
子
ど
も
図
書
館
に
来
館

・
郵
便
で
請
求

・
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

受
験
申
込
方
法
等
の
採
用
試
験
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
立

国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
採
用
情
報
の
ペ
ー
ジ
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

　

https://w
w
w
.ndl.go.jp/jp/em

ploy/index.htm
l

○
問
合
せ
・
資
料
請
求
先

　

総
務
部�

人
事
課�

任
用
係

　

〒
１
０
０
‐
８
９
２
４�

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
‐
10
‐
１

　

電
話　

０
３
（
３
５
０
６
）
３
３
１
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
（
３
５
８
１
）
１
７
５
８

※1※1
・H15.4.2以降に生まれた方でも、総合職試験は大学卒又はR6.3までに卒業見込、それ以外の試験は大学・短大・高専卒又はR6.3までに卒業見込であれ・H15.4.2以降に生まれた方でも、総合職試験は大学卒又はR6.3までに卒業見込、それ以外の試験は大学・短大・高専卒又はR6.3までに卒業見込であれ

ば受験可能です。ば受験可能です。
・日本の国籍をお持ちでない方、国会職員法第2条の規定により国会職員となることができない方、平成11年改正前の民法の規定による準禁治産の宣告・日本の国籍をお持ちでない方、国会職員法第2条の規定により国会職員となることができない方、平成11年改正前の民法の規定による準禁治産の宣告

を受けている方（心神耗弱を原因とするもの以外）は受験できません。を受けている方（心神耗弱を原因とするもの以外）は受験できません。
・申し込むことができる試験の種類は、１つのみです。（総合職試験には一般職試験（大卒程度試験）と併願できる総合職特例制度があります。）・申し込むことができる試験の種類は、１つのみです。（総合職試験には一般職試験（大卒程度試験）と併願できる総合職特例制度があります。）
※2　受験申込みは、原則国立国会図書館ホームページの受験申込フォームからのオンライン申込みに限ります。当該フォームからの申込みができない※2　受験申込みは、原則国立国会図書館ホームページの受験申込フォームからのオンライン申込みに限ります。当該フォームからの申込みができない

場合は、郵送による申込みを受け付けます（受験申込書の郵送交付請求締切り：R5.3.16（木）必着、受験申込書による郵送申込締切り：R5.3.23（木）場合は、郵送による申込みを受け付けます（受験申込書の郵送交付請求締切り：R5.3.16（木）必着、受験申込書による郵送申込締切り：R5.3.23（木）
消印有効）。消印有効）。

試験の概要
（詳細は試験案内またはホームページをご確認ください。）

種類 受験資格※1 受付期間※2 第1次試験日 会場

総合職試験

H1.4.2～H15.4.1生
R5.3.6（月）
10時～
3.23（木）
17時

R5.4.29（土）

第1次試験は東京
及び京都。第2次
試験及び第3次試
験は東京

一般職試験（大卒程度試験）

施設設備専門職員採用試験（大卒程度試験）

障害者（係員級）採用試験（大卒程度試験）S59.4.2～H15.4.1生障害者手帳等所持 R5.5.27（土） 東京

令和5年度採用試験ポスター令和5年度採用試験ポスター

国立国会図書館
令和５年度

職 員 採 用 試 験

立法を支える調査業務から

申込受付期間

知を支える図書館業務まで

3/6
１０時

【第１次試験日】

１７時

3/23～
総合職試験・一般職試験（大卒程度試験）

施設設備専門職員採用試験（大卒程度試験）

障害者（係員級）採用試験（大卒程度試験）

4/29
4/29
5/27

■
■
■

詳細は当館ホームページをご覧ください。
https://www.ndl.go.jp/jp/employ/

https://www.ndl.go.jp/jp/employ/index.html
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国
際
子
ど
も
図
書
館
展
示
会

「「
東
洋
一
」
の
夢　

帝
国
図
書
館
展
」

　　

国
際
子
ど
も
図
書
館
は
、
１
９
０
６
年
に
帝
国
図
書
館
と
し

て
落
成
し
た
建
物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
活
用
し
て
い
ま

す
。
本
展
示
会
は
、
建
築
を
軸
と
し
て
国
際
子
ど
も
図
書
館
の

歴
史
を
紹
介
す
る
展
示
の
第
２
弾
で
す
。

　

帝
国
図
書
館
は
「
東
洋
一
」
の
図
書
館
を
目
指
し
て
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
展
示
で
は
、
帝
国
図
書
館
時
代
に
開
催

さ
れ
た
展
示
会
の
展
示
品
の
一
部
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
た
り
、

１
９
２
９
年
に
増
築
さ
れ
た
時
の
設
計
図
（
写
し
原
本
）
を
展

示
し
た
り
す
る
な
ど
、
帝
国
図
書
館
の
存
在
そ
の
も
の
に
焦
点

を
当
て
ま
す
。

　

普
段
は
撮
影
不
可
と
し
て
い
る
会
場
内
も
展
示
会
期
間
中
、

自
由
に
撮
影
で
き
ま
す
。

　

さ
あ
、
あ
な
た
も
、
帝
国
図
書
館
時
代
を
体
験
す
る
旅
に
出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
開
催
期
間　

３
月
28
日
（
火
）
～
７
月
16
日
（
日
）

　

※�

月
曜
日
、
国
民
の
祝
日
・
休
日
（
５
月
５
日
の
こ
ど
も
の

日
は
開
館
）、
毎
月
第
３
水
曜
日
（
資
料
整
理
休
館
日
）

は
休
館

　

※�

開
催
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報

に
つ
い
て
は
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
開
催
時
間　

９
時
30
分�

～�

17
時

○
会
場�

国
際
子
ど
も
図
書
館�

レ
ン
ガ
棟
３
階�

本
の
ミ
ュ
ー

　

ジ
ア
ム

○
問
合
せ
先　

国
際
子
ど
も
図
書
館�

資
料
情
報
課�

展
示
係

　

電
話　

０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
５
３
（
代
表
）

韓
国
国
会
図
書
館
、
韓
国
国
会
立
法
調
査
処
と
の
業

務
交
流
（
第
12
回
）

　

令
和
４
年
12
月
７
日
に
韓
国
国
会
図
書
館
（
Ｎ
Ａ
Ｌ
）、
同

月
22
日
に
韓
国
国
会
立
法
調
査
処
（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
と
の
共
同
セ

ミ
ナ
ー
方
式
に
よ
る
業
務
交
流
を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
行
い

ま
し
た
。
こ
の
業
務
交
流
は
、両
国
の
立
法
補
佐
機
関
の
間
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
会
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
深
く
理
解
し
合
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。Ｎ
Ａ
Ｌ
と
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

韓
国
側
か
ら
令
和
４
年
開
設
の
国
家
戦
略
情
報
セ
ン
タ
ー
及
び

公
開
準
備
中
の
国
家
戦
略
情
報
ポ
ー
タ
ル
等
に
つ
い
て
、
日
本

側
か
ら
国
会
議
事
堂
内
に
位
置
す
る
国
会
分
館
の
歴
史
と
役
割

等
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
、
両
機
関
に
お
け
る
立
法
補
佐
機
能

の
特
長
等
に
関
す
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｓ

と
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
韓
国
側
か
ら
自
動
運
転
車
商
用
化
に
向

け
た
政
策
及
び
立
法
の
動
向
等
に
つ
い
て
、
日
本
側
か
ら
自
動

運
転
に
関
す
る
令
和
４
年
道
路
交
通
法
改
正
の
背
景
と
内
容
に

加
え
、
政
府
、
自
治
体
及
び
企
業
に
よ
る
現
在
の
取
組
に
つ
い

て
報
告
を
行
い
、
日
韓
両
国
の
政
策
及
び
法
制
度
の
詳
細
等
に

関
す
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
東
日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
震
災
記
録
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
」
を
開
催
し

ま
し
た

　

令
和
５
年
１
月
９
日
、
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
多

目
的
ホ
ー
ル
の
会
場
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
、
東
日
本
大
震

災
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
国
立
国
会
図
書
館
と
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研

究
所
と
の
共
催
に
よ
り
、
毎
年
１
月
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
。

　

今
年
度
は
、東
日
本
大
震
災
か
ら
11
年
が
経
過
し
た
今
、ア
ー

カ
イ
ブ
や
組
織
を
構
築
す
る
意
義
と
取
組
に
つ
い
て
、
岩
手
県

宮
古
市
及
び
復
興
庁
復
興
知
見
班
か
ら
事
例
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
お
よ
び
東
北
大
学
災
害
科
学
国

際
研
究
所
か
ら
事
業
の
進
捗
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
登
壇
者
全
員
が
参
加

し
、「
震
災
11
年
だ
か
ら
伝
え
ら
れ
る
こ
と
、
後
世
に
繋
げ
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
体
、
機
関
の
課
題
、
教
訓
を
生
か
す
こ
と
・
教
訓
が
活
か

さ
れ
る
こ
と
の
定
義
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

展示会「「東洋一」の夢　帝国図書館展」展示会「「東洋一」の夢　帝国図書館展」
ちらしちらし

パネルディスカッションパネルディスカッション

国立国会図書館からの報告国立国会図書館からの報告

シンポジウムの詳細は以下に掲載しています 。シンポジウムの詳細は以下に掲載しています 。
https://kn.ndl.go.jp/static/2022/11/171https://kn.ndl.go.jp/static/2022/11/171

https://kn.ndl.go.jp/static/2022/11/171
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令
和
４
年
度
国
立
国
会
図
書
館
長
と
大
学
図
書
館
長

と
の
懇
談
会

　

令
和
4
年
12
月
22
日
、
標
記
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
国
立
国
会
図
書
館
が
、
国
公
私
立
大
学
図
書

館
協
力
委
員
会
委
員
館
の
図
書
館
長
及
び
関
係
機
関
の
代
表
者

を
招
い
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。昨
年
度
に
引
き
続
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
形
式
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
当
館
か
ら
伊
藤
克
尚
関
西
館
長
が
、
視
覚
障
害

者
等
用
デ
ー
タ
送
信
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と
し
た
当
館
の
障
害
者

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
概
要
を
紹
介
し
ま
し
た
。
次
に
、
大
学
図

書
館
か
ら
の
報
告
と
し
て
、
吉
田
幸
苗
国
立
情
報
学
研
究
所
学

術
基
盤
推
進
部
学
術
コ
ン
テ
ン
ツ
課
長
が
、
読
書
バ
リ
ア
フ

リ
ー
資
料
メ
タ
デ
ー
タ
共
有
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
し
、
続
い
て
、

相
原
雪
乃
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
事
務
部
長
が
、
同
館
に
お

け
る
障
害
を
持
つ
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
松
家
久
美
筑
波
大
学
学
術
情

報
部
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
課
長
が
、
同
大
学
附
属
図
書
館

に
お
け
る
障
害
の
あ
る
学
生
へ
の
資
料
電
子
化
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
報
告
し
、
先
に
紹
介
の
あ
っ
た
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
資
料

メ
タ
デ
ー
タ
共
有
シ
ス
テ
ム
へ
の
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
意
見
交
換
で
は
、
出
席
の
大
学
図
書
館

長
か
ら
、
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
た
め
に
撮
影
す
る
画

像
の
ク
オ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
ま
た
、
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
を
改
善
す
る
た
め
に
行
う
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
意
見
聴

取
や
そ
れ
に
対
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
、
各
報
告
館
が
、
自
館
の
見
解
や
取
組
を
説
明
し
ま
し
た
。

新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
６
５
号

　

令
和
５
年
の
年
頭
の
ご
挨
拶

　

企�

業
部
門
の
利
益
改
善
と
課
題
―
法
人
企
業
統
計
調
査
で
見

る
中
長
期
の
動
向
―

　

核�

の
先
制
不
使
用
を
め
ぐ
る
政
策
の
動
向
と
論
点
―
米
国
を

中
心
に
―

　

警
察
官
装
着
カ
メ
ラ
を
め
ぐ
る
議
論
（
資
料
）

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

『
国
立
国
会
図
書
館
月
報
』
令
和
５
年
刊
行
予
定

　

令
和
５
年
は
、
左
記
の
号
を
合
併
号
と
し
て
刊
行
す
る
予
定

で
す
。

　

・
７
４
７
／
７
４
８
号
（
令
和
５
年
７
／
８
月
）

　

・
７
４
９
／
７
５
０
号
（
令
和
５
年
９
／
10
月
）
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